
◎
連
載
論
説

歴
史
と
神
話

へ
の
視
座

疑
古
派
禺
天
神
論
の
検
証
か
ら
の
再
出
発

(下

の
二
)

中

島

敏

夫

・
・
…

十

一

べ
ん

ぎ

疑
古
派

の
主
張

は
辮
偽

の
学
を
根
拠
に
し
、
そ
れ
に
裏
付
け
ら
れ

て
成
立
し
た
。
辮
偽

の
学
は
唐
宋

に
芽
生
え
た
。
そ
れ
に
は
確
か
に

聖
域
で
あ

っ
た
文
献

の
偽
を
指
摘
す
る
面
が
あ

っ
た
。
し
か
し
そ

の

後
、
清
初

か
ら
今
日
に
至
る
四
、
五
〇
〇
年
に
及
ん
だ
そ
の
学
の
展

開
は
、
あ
ま
り
に
度
を
過
ご
し
た
と
い
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
先
秦

文
献
は
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
偽
と
さ
れ
、
完
膚
な
い
有
様

で
あ

っ
た
。

残

っ
た
ま
と
も
な
文
献
は

『詩
経
』
く
ら
い
で
あ
る
。
『尚
書
』
「尭

ぎ

ょ
う
え
つ

ぜ
ん
じ
ょ
う

典
」
「舜
典
」
と

『論
語
』
「尭

日
」
篇

は
禅

譲
を
述
べ
、
禅
譲
説

は

こ

き
つ
こ
う

墨
家
に
始
ま
る
、
故

に
両
者
は
偽
で
あ
る

(顧
頷
剛

「禅
譲
説
は
墨

ム　
　

家

よ

り

起

こ

る
考

」
)
。

『
老

子

』

は

『
呂

氏

春

秋

』

に
出

て

こ

な

い
。

だ
か
ら

『老
子
』
は
偽

で
、
漢
初
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る

(顧
韻

よ

ム　
　

剛

「『呂
氏
春
秋
』
従
り

『老
子
』
の
成
書
の
時
代
を
推
測
す
る
」)
。

り
ゆ
う
き
ん

『左
傳
』
は
劉

散
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
偽
書

で
あ
る

(顧
頷
剛

「五

　ヨ
　

す
う
え

ん

徳
終
始
説
下

の
政
治
と
歴
史
」
)。
「五
行
」
は
戦
国
末
、
郷
街
に
始
ま

る
。
す
べ
て

「五
行
」

「五
」

の
説

は
、
戦
国
末
以
後

の
も

の
で
あ

る
。
従

っ
て
、
『尚
書
』
「洪
範
」
は
偽
で
あ
る
。
「九
州
」
は
秦
始
皇

帝

の
中
国
統

一
時
期

の
状
況
で
あ
る
。
「九
州
」
を
述
べ
る
も
の
は
戦

国
末
か
ら
秦
漢
に
か
け
て
で
あ
る
。
従

っ
て

『尚
書
』
「禺
貢
」
は
偽

で
あ
る
、
等
々
で
あ
る
。
偽
書
と
す
る
辮
偽

の
学

の
状
況
は
す
で
に

本
論

(下
の

一
、
九
章
)
で
紹
介
し
た
。
そ

こ
に
突
如
激
震
が
襲

っ

た
。辮
偽

の
学
に
よ

っ
て
後
の
世

に
偽
作
さ
れ
た
と
さ
れ
た
も
の
が
、

二
〇
世
紀
後
半
に
な

っ
て
、
戦
国
か
ら
漢
初

に
か
け
て
の
墓
中
よ
り

実
物
が
出
土
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら

〈偽
書
〉

は
古
代
史

の
真

の

歴史 と神話への視座(下の二)227



資
料
と

し
て
は
使
え
な
い
と
さ
れ
て
、
文
献
記
載

の
内
容
は
否
定
さ

れ
て
き

た
。
そ
れ
が
疑
古
派
の
主
張
だ

っ
た
。
そ
の
辮
偽

の
学
と
疑

古
派
の
主
張
に
、

一
挙
に
そ
の
根
拠
を
失
う
事
態
が
起
こ

っ
た
の
で

か
ん
ば
く

あ
る
。
今

こ
こ
で
は
、
近
年
に
出
土
し
て
き
た
大
量
の
簡
吊

の
全
体

の
状
況

に

つ
い
て
述
べ
よ
う
。
紙
面

の
制
約
も
あ
る
の
で
、
ポ
イ

ン

ト
を
し
ぼ

っ
て
要
点
を
記
す
。

い
ん
き
ょ

よ
う

ま

お
う
た
い

二
〇
世
紀

に
な

っ
て
、
殿
壇
、
秦

の
始
皇
帝

の
兵
馬
桶
、
馬
王
堆

漢
墓
と
続
々
と
出

て
く
る
考
古
学

の
発
掘

に
よ
っ
て
、
埋
も
れ
て
い

た
中
国
古
代
文
明
が
再
び
こ
の
世
に
姿
を
現
わ
し
た
。
後
二
者

の
こ

と
は
最
近
の
こ
と

で
も
あ
り
、
記
憶
さ
れ
て
い
る
人
も
多

い
だ
ろ
う
。

股
嘘
と
甲
骨
文
字

の
発
掘

は
、
「地
下
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
も
言
え
る

じ
ゅ
せ
ん

股
王
墓

の
世
界
を
眼
前

に
蘇
ら
せ
、
そ
の
甲
骨
文
字
は
呪
占
と
古
代

漢
字

の
世
界
を
繰
り
広
げ

て
見
せ
た
。
秦
始
皇
帝

の
兵
馬
桶
は
、
統

一
帝
国
秦
の
巨
大
な
権
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

つ
け
、
大
軍
団
の
何

千
人

の
将
兵

の
生
き
る
が
如
き
姿
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
富
む
容

姿
を
そ

の
ま
ま
に
軍
団
は
地
下
か
ら
姿
を
現
し
た
。
馬
王
堆
遺
肚
で

は
、
今

を
湖
る
二
千
年
余
、
キ
リ
ス
ト
生
誕
に
先
立

つ

一
七
〇
余
年

前

の
婦

人
の
遺
屍

が
生
き
る
姿
そ
の
ま
ま
に
こ
の
世
に
対
面
し
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
古
代
中
国
文
明

の
燦
然
と
輝
く
様
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
世
界
は
息
を
呑
み
、
驚

い
た
。
そ
の
他
、
怪
奇
な
マ
ス

さ
ん
せ
い
た
い

へ
ん
し
ょ
う
ぐ
ん

ク
の
人
物
像

の
四
川
三
星
堆
、
大
編

鐘

群

の
湖
北

の
曾
侯
乙
墓
、

等
々
、
数

え
上
げ
れ
ば
切
り
の
な
い
遺
物
が
次
々
と
現
出
し
た
。

こ

れ
ら
遺
肚
は
、
い
う
な
ら
ば
地
下

の
博
物
館
、
図
書
館
で
あ
る
。
失

わ
れ
た
文
明
の
姿
を
目
の
前
に
古
代
そ
の
ま

ま
の
姿
を
再
現
し
て
見

せ
て
く
れ
た
。
従
来

の
歴
史
は
新
し
く
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

我

々
は
、
今

こ
こ
で
、
地
下
か
ら
再
度
姿
を
見
せ
た
文
献

の
概
況

に
つ
い
て
見
て
み
る
。
そ
れ
は
史
上
に
例
を
見
な
い
彪
大
で
大
量
な

も
の
で
あ
る
。
今
間
違

い
な
く
歴
史
は
新
し
く
塗
り
替
え
ら
れ

つ
つ

あ
る
。
今
日
の
学
術
、
特

に
中
国
史
、
文
明
史
、
思
想
史
、
神
話
研

究
は
、
こ
れ
ら
資
料
を
見
る
こ
と
な
し
に
は
成
り
立
た
な
く
な

っ
た

と
言
え
る
。
そ
の
経
緯
を
見

て
み
た
い
。

中
国
史
上
で
大
量

の
簡
吊
文
献

の
出
土
は
過
去
に
何
度
か
あ

っ
た
。

今
回

の
出
土
は
史
上
で
三
度
目
に
な
る
。
最
初

の
出
土
は
、
本
論

で

こ
う
へ
き
し
ょ

言
及
し
て
き
た
漢
初

の
孔
壁
書

で
あ
る
。
秦

の
始
皇
帝
に
よ
る
焚
書

坑
儒
を
避
け
て
、
当
時
の
学
者
が
簡
策
を
壁
中
に
埋
め
、
文
献
の
喪

失
を
免
れ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
が
漢
代

に
入

っ
て
次
々
と
各
地

ら
い

き

で
出
土
し
た
。
『古
文
尚
書
』
『禮
記
』
『論

語
』
『孝
経
』
等
、

「古

り
っ
こ
く

文
」
(先
秦
期

の
字
体

の
名
H
秦

の
築
書
と
異

な
る
六
国
文
字
)
で
書

か
れ
た
文
献

の
出
土
で
あ

っ
た
。
先
秦

の
貴
重
な
文
献
の

一
部

は
そ

れ
に
よ
っ
て
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
本
論

で
焦
点
と
な

っ

せ
い
し
ん

き

ゅ
う

て
い
る

『尚
書
』
も
こ
の
中
に
入

っ
て
い
た
。
二
回
目
は
西
晋

の
汲

ち
ょ
う
し
ょ

家

書

で
あ

る

。

こ
れ

は

西

脅

の
時

(
二

八

一
、

一
説

に

二

七

九

)
、

ふ

じ
ゅ
ん

き
ゅ
う

ぎ

墓
泥
棒

(名
を
不

準
と
も
言
う
)
が
河
南

汲

県
の
戦
国
晩
期

の
魏
の

じ
ょ
う

あ
ん

り

裏

王
の
墓
か
ら
盗
掘
。
あ
る
い
は
安
贅
王
の
墓
と
も
い
う
。
こ
れ
が
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元
に
な
り
数
十
車

に
載
る
竹
書
を
得
た
。
そ
の
中

の

『紀
年
』
に

「今

そ
く
せ
き

王
の
二
十
年
」

(11
前

二
九
九
年
)
の
記
が
あ

っ
た
。
『脅
書
』
束
哲

　　
　

か

と

ぷ
ん

傳
に
よ
る
と
、
古
侠
書
16
種
、
75
篇

あ

っ
た
。
皆
、
竹
簡
に
科
斗
文

で

漆
書
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

「科
斗
文
」
と
は
古
文
字
の
書
体

の

一

で
、
漆
書

に
よ
る

〈科
斗

11
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
〉
型

の
字

の
書
き
方

11
最
初

の
頭

の
部
分
が
大
き

い
11

の
字
を
言
う
。
漆

で
書
く
た
め
自

じ
ゅ
ん
き
ょ
く

わ

き
ょ
う

然
と
そ
う

し
た
形
に
な
る
。
否

の
武
帝

は
こ
れ
を
苛

莇

・
和

嬌

・

ど

よ

束
哲

・
杜
預
に
整
理
編
纂
作
業
を
さ
せ
、
当
時

の
書
体
で
書
き
写
さ

い
っ
し

ゅ
う
じ
ょ

せ
た
。
こ
れ
ら
書
籍
は
そ
の
後

の
戦
乱

で
散
逸
し
た
が
、
『逸

周

書
』

に
く
て
ん

し

で
ん

ち
く
し
ょ

き

ね
ん

き
ゅ
う
ち
ょ
う

さ

ご

『穆
天
子
傳
』
が
現
在
に
伝
わ
る
。
『竹
書
紀
年
』
『汲

家

項
語
』
は

し

ゅ
う

い
つ
じ
ょ

輯

侠
書

が
編
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
汲
家
書
と
呼
ば
れ
る
書
籍

で

あ
る
。
内

、
『竹
書
紀
年
』
は
戦
国
魏

の
国

の
編
年
体
史
で
あ
る
。
記

事

に
は

「益
、
啓
の
位
を
干

(お
か
)
し
、
啓
之

(
こ
れ
)
を
殺
す
」

い

い
ん

「太
甲
、
伊
サ
を
殺
す
」
等

の
儒
家

が
伝
え
る
史
実
と
は
異
な
り
、
そ

の
特
異

で
希
有
な
記
事
が
目
を
引
く
貴
重
な
文
献

で
あ
る

(後
述
)。

次
い
で
、
二
〇
世
紀
冒
頭

の
股
嘘
と
甲
骨
文

の
発
見
が
あ
り
、
さ

ら
に
股
周
秦
漢
時
代

の
金
文

(青
銅
器
の
銘
辞
)
の
出
土
発
見
も
大

き
な
意
義
を
持

つ
。
春
秋
期

の
盟
書
も
大
量
に
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

今
か
ら
見

る
の
は
簡
吊
出
土
の
状
況
で
あ
る
が
、
史
上
か

つ
て
な

い

規
模
の
大
量
の
出
土
で
あ
り
、
永
年
に
わ
た
り
完
全

に
亡
侠
し
て
い

た
文
献

が
今
蘇

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
中
国
学
は
空
前
の
、
ま
さ
し

く
饒
宗
願

の
い
う

「ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
を
迎
え
た
」
と
も
言
え
る
。
以

下
、
出
土
文
献
を
中
心
に
述
べ
る
。

ま

お
う
た
い

ま
ず
、
馬
王
堆
の
三

つ
の
前
漢
墓

の
発
掘
状
況
に
よ

っ
て
、
簡
吊

　　
　

出
土
の
具
体
例
を
見
て
み
た
い
。
馬
王
堆
は
、
周
知
の
よ
う
に
二
千

余
年
前

の
婦
人
の
死
屍
が
腐
敗
す
る
こ
と
も

ミ
イ
ラ
化
す
る
こ
と
も

な
く
出
土
し
た
前
漢
初
期

の
墓

で
あ
る
。
墓
中
か
ら
出
土
し
た
大
量

の
随
葬
品
は
ま
さ
し
く
驚
異

の
品
々
で
あ

っ
た
。

一
体
、
墓
主

は
如

何
な
る
人
物
だ

っ
た
の
か
。
た
い
へ
ん
興
味

あ
る
問
題
で
あ
る
。

ま

お
う
た

い

そ

ま

い
ん

馬
王
堆
は
五
代
の
楚
王
、
馬
毅

(八
五
二
～
九
三
〇
)

の
墓
と
伝

り

そ
う

え
ら
れ
て
い
た
が
、
実
は
そ
れ
を
約

一
千
余
年
湖
る
漢
代

の
利
蒼
と

た
い
こ
う

そ
の
妻
及
び
息
子
の
墓
で
あ

っ
た
。
墓
中
よ
り

「軟
侯
家
」

の
銘
文

の
入
っ
た
器
物
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
利
蒼
は
軟
侯

(軟

の
国
を

食
邑
と
す
る

「列
侯
」
11
二
十
等
爵

の
第

一
位
爵
が

「列
侯
」
)
に
封

ぜ
ら
れ
た
人
物
。
軟
の
国
は
長
沙

の
は
る
か
北
方
に
あ
り
、
現
在

の

河
南
省
光
山
県
と
羅
県

の
間

で
あ
る
。
河
南
省

の
東
南
端

に
当
た
る
。

軟
侯
は
四
代
続
く
。
そ
の
初
代
の
軟
侯

が
こ
の
墓
主
で
あ
る
。
漢
建

国
の
際

の
功
労
に
よ
り

「列
侯
」
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

じ
ょ
う
し
ょ
う

る
。
そ
の
利
蒼
が
長
沙
国

の
丞

相

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
長
沙
国
は
漢
建

国

(前
二
〇
六
)
の
初
、
異
姓

(劉
家
以
外

の

一
族
)

の
諸
侯
が
七

ご

ぜ

い

国
建
て
ら
れ
た
。
そ
の

一
つ
呉
茜
が
封
ぜ
ら
れ
た

の
が
、
こ
の
長
沙

国
で
あ
る
。
そ
の
後
、
長
沙
王
呉
以
外
の
異
姓
の
王
は
全

て
削
ら
れ

た
。
そ
の
国
の
丞
相
は
中
央
朝
廷
か
ら
派
遣

さ
れ
た
国
の
実
権

の
持

ち
主
で
あ
る
。
全
部
で
三
墓
あ
る
墓

の
埋
葬

年
代

・
墓
主
等
は
図
表

21
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
初
代
軟
侯
利
蒼

の
墓
は
2
号
墓
。
妻

(五

十
歳
前
後
)
の
墓
は
1
号
墓
。
息
子

(三
十
歳
余
)
の
墓
は
3
号
墓

22g-一 歴 史 と神話 への視座(下 の二)



図表21〈 馬 王堆 墓一 覧〉

埋葬
時代順

墓番号 発掘年 死亡 ・埋葬年 墓主

1 2号 墓 1973.11～1974.1 漢 呂后二 年(B.C.186) 軟侯利蒼

2 3号 墓 1973,11～1974.1 漢 文 帝 十二 年(B.C.168) 利蒼の息子

3 1号 墓 1972.1 (B.C.168の 数年 後) 利蒼の妻

図表22〈 馬王 堆 漢墓位 置 図〉

出所:何 介鉤 ・張維明 『馬王堆漢墓』文物出版社 、1982年 。

で
あ

る
。

二
代

目
軟
侯

は
、
秘

き稀
で
、
3
号
墓
墓
主

の
兄
弟
で
あ

る
。
利
蒼
が
最
初
に
亡
く
な

っ
て

い
る
の
で
、
三

つ
の
墓
共
に
二
代

目
軟
侯
利
稀
の
時

の
埋
葬
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
発
掘
順
は
1
号
墓
、

2
号
墓
、
3
号
墓

の
順
で
あ
る
が
、

埋
葬
の
年
代
で
い
う
と
、
2
号
墓

(利
蒼
)
、
3
号
墓

(利
蒼
の
息
子
)、

1
号
墓

(
利
蒼
夫
人
)
の
順
に
な

る
。馬

王
堆
漢
墓
は
も
と
も
と
二
つ

の
塚
が
東

西
に
並
ぶ
形
に
な

っ
て

い
た

(1
号
利
蒼
墓
と
2
号
夫
人

墓
)
。
図
表

22
参
照
。
二
つ
共
に
底

径
40
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
16
メ
ー
ト

ル
。
墓
は
み
な
墓
中

に
墓
道

(墓

底

に
至
る
傾
斜
路
)
を
持

つ
。
3

号
墓
は
1
号
墓
の
南

に
付
け
加
わ

る
形
に
な

っ
て
出
て
き
た
。
1
号

墓

(利
蒼
夫
人
墓
)
が
最
大

で
最

深
で
あ
る
。
1
号
墓

に
つ
い
て
見

る
と
、
中

に
は
四
層

の
台
階
が
あ
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り

、
墓

底

は
長

さ

7

・
6

メ

ー

ト

ル
、
幅

6

・
7

メ

ー

ト

ル
、
深

さ

ー

・

6

メ

ー

ト

ル
。

巨

大

な

檸

室

(棺

の
外

回

り

の
室

)

と

四

層

の
套

棺

(棺

を

囲

む
外

棺

)
か

ら

な

っ
て

い
る

。
基

底

と

檸

室

の
周

囲

は
木

炭

と

白

亜

ペ
ー

ス
ト

の
漆

喰

で
塗

り

固

め

ら

れ

て

お

り

、

さ

ら

に
土

を

こ
う

ど

埋
め
て
さ
ら
に
秀
土

(土
を
突

き
固
め
る
工
法
)
さ
れ
て
い
た
。
木

炭

の
厚

さ
は
50
セ
ン
チ
、
木
炭

の
総
重
量

は
5
ト
ン
。
白
亜
層
は
厚

さ
ー
・
3
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
こ
れ
が
屍
体
を
腐
敗
か
ら
守

っ
て
い
た

の
で
あ

る
。
こ
の
1
号
墓

の
随
葬
品
は
、
そ
の
量
と
質
共
に
殊

の
ほ

か
、
驚

異
的
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
こ
で
は
3
号
墓

(利
蒼
の
息
子

の

墓
)
の
吊
書
に
し
ぼ

っ
て
見
る
こ
と
と
す
る
。
3
号
墓
出
土
吊
書

の

文
献
を

一
覧
表

(次
頁
図
表

23
)
と
し
た
。
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

ち
く
は
く

こ
の
時
代

の
書
籍
は
、
「竹
吊
」
と
言
わ
れ
る
材
料
に
書
か
れ
る
。

か
ん
さ
く

「
竹

畠

」
は
、
「
竹

書

」
と

「吊

書

」

の
二

種

で

あ

る
。
竹

書

は

「簡

策

」

と

も

呼

ぶ
。

「簡

」
は
普

通

、
竹

の

一
片

に
文

字

を

縦

に
書

写

し

た

も

の
。

一
支

(
11

一
本

)

に

一
行

を

記

す

。

「策

」

(
H

「
冊

」
)

は

そ

の

「簡

」
を

紐

で
結

び

、

一
編

と

し

た

も

の
。

時

に
大

簡

も

「策

」

と
呼

-V
v

ぶ
。
簡

に
対
し
て

「腰
」
が
あ
る
。
木
片

(木

の
板
切
れ
)
に
文
字

を
記
し
た
も
の
で
、
数
行
に
わ
た
る
。
「吊
書
」
は
絹
の
布
に
書
画
を

書
し
た
も
の
で
あ
る
。

竹
木
簡

の
材
料
は
便
利
で
入
手
が
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
記
載
字

数
は
多

く
な
く
、
容
積
は
大
で
、
書
写
、
閲
読
、
携
帯
に
不
便

で
あ

こ
く

る
。
秦

の
始
皇
帝
は
毎
日
目
を
通
し
た
簡
腰

の
公
文
書
は
1
石

(重

と
う
ほ
う
さ
く

さ
約
25

キ
ロ
グ
ラ
ム
)
に
達
し
た
と
い
う
。
前
漢
時
代
、
東
方
朔
が

も
く
と
く

漢
の
武
帝

に
差
し
出
し
た
文
章
は
木
憤
で
3
千
本
、
強
力
の
男
二
人

で
や

っ
と
宮
廷
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
。

一
方
、
吊
書
の
方
は
軽
く

滑
ら
か
、
真

っ
白

で
墨
で
書
き
や
す
い
。
大
き
さ
も
大
小
自
由
で
、

大
き
な
画
も
描
け
、
収
蔵
、
携
帯
に
便

で
あ

る
。
し
か
し
、
た
い
へ

ん
高
価

で
あ

っ
た
。
1
匹
の
絹
が
6
石

の
米

の
値
段
に
相
当
し
た
と

い
う
。

一
般
の
庶
民
に
は
到
底
手

の
出
ぬ
代
物
で
あ

っ
た
。

吊
書
の
実
物
は
二
〇
世
紀
の
三
〇
年
代
後
半
期
に
湖
南
省
長
沙
市

し

だ
ん

こ

子
弾
庫
の
楚
墓
か
ら
出
土
し
た

の
が
最
初

で
あ
る
。
こ
の
吊
書
は
、

今
は
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
に
あ
る
。
こ
れ
は
書
籍

で
は
な
く
、
画

(中

そ
う
し
ょ

国
語

で

「糟
書
」
)
で
あ
る
が
、
文
字
も
記
さ
れ
る
。
書
籍

の
吊
書

の

実
物
が
発
見
さ
れ
た
の
は
こ
の
馬
王
堆
3
号
漢
墓
が
最
初

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
我
々
は
実
物

の
吊
書
を
実
際

に
目
に
し
た
の
で
あ
る

(図
表
24
参
照
)
。

畠
書

に
は

「全
幅
」

(高
さ
約
48
セ
ン
チ
)

と

「半
幅
」
(24
セ
ン

チ
)
の
二
種
が
あ
る
。
全
体

の
横
幅
の
長
さ

は
書
か
れ
た
も
の
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
た
。
出
土
時
、
半
幅
の
吊
書

が
2
～
3
セ
ン
チ
の
太

さ
の
竹
木
棒

に
巻
か
れ
て
い
た
も
の
以
外
は
、
長
方
形
に
折
り
畳
ま

れ
て
漆
の
木
箱
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
吊
書
は
横
長
に
置
か
れ
右

端
か
ら
縦
書
き
さ
れ
る
。
中

に
は
、
墨
ま
た

は
朱

で
上
と
下

に
横
欄

が
引
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
縦

に
7
～
8
ミ
リ
の
行
線
が

朱
砂
で
引
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
全
幅

の
も
の
で
は

一
行
に
70

～
80
字

で
、
不
同
で
あ
る
。
半
幅

の
も

の
で
、

一
行
に
20
～
40
字
、

歴史 と神話へ の視座(下 の二)a3t



図表23〈 馬王堆3号 墓吊書〉一覧

分 類 書 名 内訳(含 推定元書名) 字数(約数)

哲学思想

『老子』甲種本 5,400字

老子甲種本 巻後侠書四種 [五行][九 主][明 君][徳 聖] 合 計18,800字

『老子』乙種 本 5,467字

老子乙種本 巻前侠書四種 『経方』『十六纒』『稻』『道原』 合計11,064字

『周易』 4,500字

周易巻後侠書三種 『要』『昭力』『膠和』 10,800余 字

『周易』繋群傳 6,000字

歴史記載
[戦國縦横家書] 11,200余 字

[春秋事語] 残存2,000余 字

自然科学

関係

[五星 占] 6,000字

[天文氣象雑 占]

[相馬経] 5,200余 字

[五十二病方] 近1万 字

五十二病方

巻前侠書四種

[足腎十一脈 灸経][陰 陽十一脈

灸経(甲本)][脈方][陰 陽脈死候]
合 計8,100字

[導引圖] 図1幅

導引圖巻前 侠書二種
[陰陽十一脈 灸纒(乙 本)][却

穀食氣篇]
1,300字

[城邑及園寝圖] 図1幅

[地形圖] 図1幅

[駐軍圖] 図1幅

雑書
関干刑徳 侠書二種 無表題 未整理

関干陰陽五行 侠書二種 無表題 未整理

凡例:『 』原名称、[]現 代付与名称

不
同
。
少
数
の
朱
砂
に
よ
る
も

ぼ
く
し
ょ

の
以
外

は
普
通
、
墨
書
さ
れ
る
。

吊
書

の
全
体

の
横

の
長
さ
は
前

記

し
た

よ
う
に
長
短

が
あ
り
、

短

い
も

の
は
、

一
つ
の
吊
書
に

一
点
の
書

(ま
た
は
画
、
以
下

同
、
略
)
だ
け
が
書
か
れ
て
い

る
。
横

幅

の
長

い
も

の
で
は
、

一
点

の
書
を
描
き
終
わ

っ
た
あ

と
、
切
断
せ
ず

に
、
行
を
代
え

て
、
次

の
書
を
書
き
始
め
て
あ

る
。
そ

の
た
め

一
枚
の
吊
書
に

通
常
、
数
点

の
書
が
書
か
れ
て

い
る
。
出
土
し
た

『老
子
』
甲

種
本
に

は
、
こ
の
後
に
四
種
の

書
が
書

か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

は
全
て
亡
く
な

っ
て
し
ま

っ
た

い
わ
ゆ
る

ぽ
う
い
つ

い
っ
し
ょ

い
っ

所
謂

「亡
侠
書
」
(
「侠
書
」
「逸

し
よ

書

」

と

も

い
う

)

で
あ

る
。

こ

か
ん

こ

れ
ら
は

「老
子
甲
種
本
巻
後
侠

書
」
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た

『老

子
』
乙
種
本

に
は
、
そ
の
前
に

侠
書
四
種

『纒
方
』
『十
六
経
』
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,

図表24〈 馬王 堆3号 墓 出土 吊書 『老子 』 乙種 本(部 分)〉

出所:『 馬王堆漢墓文物』湖南出版社、1992年 。

し
ょ
う

ど
う
デ
ん

ヨ　
ニ

ヨ　
ぬぽ
ヒ

が
ぽ

か
れ

誌
黙
灘
錘

「鰭

あ

る

。
一
方
、
働
艘策
の
L方
は
ど

う
な
の
か
。
漢

代

の
簡
策
　

の
規

格

に
つ

い
て

い
う

と
、
最
大
の
も
の
は
漢
尺

3
尺

で
、
劒
・
5
セ

ン
チ
。

詔
勅

.
冊
命

・
皇
帝
発
布

の
律
令

.
暦
令

に
用
い
ら

れ
た
。

一
般

に
は
、
長
短

二
種
あ
る
。
長
簡

は
、
漢

尺
で
2
尺
4
寸

(約
54
セ

ン
チ
)。
短
簡
四は
、
そ
の
半

分

の
1
尺
2
寸

(約
27
セ

ン

チ
)
。
あ

る
い
は
1
尺

(約

23
セ
ン
チ
)。
8
寸

(約

18

セ
ン
チ
)

の
も
の
も
あ

る
。
最
短

の
も
の
で
6
寸
・

一
般
に
、
長
い
も
の
は
経

書

に
用

い
ら
れ
、
短

い
も
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の
は
子
類
・史
書
に
用

い
ら
れ
た
。
最
短

の
6
寸

の
も
の
は
算
籠

(算

木
)
・
伝
符

(使

い
の
し
る
し
)
に
使

っ
た
。
さ
ら
に
短

い
も
の
も

せ
ん

あ

っ
て
、
「箋
」
と
い
う
。
こ
れ
は
読
書
時

の
メ
モ
用
の
注
釈
に
使
わ

れ
た
。
漢
代
の
注
釈
の

一
種
に

「箋
」
な
る
も
の
が
あ
る

(例
え
ば

じ
ょ
う
げ
ん

て
い
せ
ん

鄭

玄

の
箋

、

「
鄭

箋

」

と

い
う

)

が

、

お

そ

ら

く

簡

の

こ

の
長

さ

に

ぶ

起

因

す

る

の

で
あ

ろ

う

。
全

体

的

に

、
幅

は

ー

セ

ン

チ

(当

時

5

分

)
、

厚

さ

0

・
2
乃

至

0

・
3

ミ

リ

(当

時

約

1
分

)

で
あ

る
。

1
支

に
30

～

40
字

、

多

く

て
50

字

を

書

く

。

湖

つ

て

、

近

年

(
一
九

九

三

年

)

出

土

の
戦

国

中

期

末

の

湖

北

郭

店

楚

簡

の
形

制

に

つ

い

て
見

る

と

、

三

種

あ

り

、
32

・
5

セ

ン

チ

、
28

～

28

・
3

セ

ン
チ

、
26

・
4

セ

ン
チ

で

あ

る
。

漢

代

と

も

ま

た

相

違

が

あ

る

。

吊

書

は
全

て

3
号

墓

(利

蒼

の
子

の
墓

)
よ

り

出

土

。
1

号
墓

(
利

蒼

の
妻

の
墓

)

か

ら

も

簡

策

は
出

土

し

て

い
る

(竹

簡

3

1

2

枚

、

も
く
け

つ

け
ん
さ
く

木
褐
49
枚
)
。
そ
の
内
容

は
遣
策

(随
葬
品
目
録
)
で
あ
る
。
夫
人
屍

は
1
号
墓
。
ま
た

「非
衣
」
な
る
天
上

・
地
下

・
地
上
の
現
世
と
霊

界
を
描

い
た
吊
画
は
、

1
号

・
3
号
両
方
と
も
に
出
土
。
魂
を
冥
界

に
導
く
画

で
あ
り
、
木
棺

に
裏
向
き
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
埋
葬
時

の
ば
り

に
幡

の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
行
列
を
先
導
し
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に

1
号
墓

の

「非
衣
」
が
逸
品
で
有
名

で
あ
る
。

吊
書
は
全
部

で
約

29
件
、
約
12
万
字
。
3
号
墓

の
東
側
の
箱
の
中

ひ

き

よ
り
出
た
。
か
な
り
破
損

し
て
い
た
。
吊
書
は
、
書
体

・
避
諌

・
紀

年

・
墓
埋
葬
時
期

(前

一
六
八
)
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
抄
写
は
、

二
類
に
分

け
ら
れ
る
。

一
類
、
早
期

の
も

の
は
、
近
築
書
11
筆
書
に

近

い
字
体
で
、
漢

の
高
祖
劉
邦

の
譲
を
避
け
な
い
こ
と
か
ら
、
秦
漢

の
間

(漢
建
国
11
前
二
〇
六
年

11
前
後
)
の
抄
写
と
思
わ
れ
る
。
二

類
は
隷
書

で
、
講

「邦
」
を
避
け

て

「國
」

と
し
て
い
て
、
恵
帝

り
ゅ
う
え
い

り
ゅ
う
こ
う

(劉

盈
)
と
文
帝

(劉

恒
)

の
譲
は
避
け
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
漢

初

か
ら
文
帝
初
年

(文
帝
即
位
11
前

一
八
〇
)

の
抄
写
と
考

え
ら
れ

て
い
る
。

3
号
墓
出
土
の
吊
書
文
献
に

つ
い
て
、
要
点

を
説
明
し
よ
う
。

『老
子
』
甲
本
と
巻
後
侠
書
、
『老
子
』
乙
本

と
巻
前
快
書

:

『老
子
』
甲
本
及
び
巻
後
侠
書
四
種

:
近
纂
書
。
乙
本
巻
前

四
種

侠
書

:
隷
書
。
『老
子
』
甲
本
は
乙
本
よ
り
抄
写
時
は
早

い
。
従

来

の

『老
子
』
、
即

『
道
徳
経
』
が

「道

」
篇

「徳

」
篇
か
ら

な

っ
て
い
た
の
に
、
『老
子
』
甲
本
・乙
本

で
は
順
が
逆

に
な
っ

て
い
て
、
「徳
」
篇

「道
」
篇

の
順
に
な

つ
て
お
り
、
注

目
に
値

す
る
。
ま
た
書
中
の
章

の
順
序
も
現
行
本

と
違

い
、
自吊
書
本

の

方
が
内
容
的
に
合
理
的
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
甲
本

巻
後
四

種
侠
書
は
原
表
題
な
し
。
内
容

に
よ

(
て

四
部

に
分

け
ら
れ
、

『五
行
』
『九
主
』
『
明
君
』
『徳
聖
』

の
名

が
付

け
ら

れ

た
。
こ

こ
の

「五
行
」
は
仁

・
義

・
徳

・
智

・
崔

の
五

者
を
指

す
。
乙

本
巻
前
四
種
侠
書
は
原
篇
名

あ
り
、
『紹
+
刀
』
『
十
六
巡
脳』

『稻
』

け

い
め
い

『道
原
』
で
あ
る
。
内
容
は
刑
名
と
陰
陽

刑
徳
の
学
で
あ

る

(名

実
に
沿

っ
た
刑
罰
と
恩
賞
を
主
張
す
る
芋
・派
の

学
)。
こ

れ
ら
文
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げ
い
も
ん

し

こ
う
て
い

し

き
ょ
う

献
は
、
『漢
書
』
藝
文
志

に
著
録
す
る

『黄
帝
四

経
』

で
あ
ろ

ぼ
う
い
つ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『漢
書
』
が
作
ら
れ
た
後
に
亡
侠
し
た

侠
書

で
あ
る
。
『十
六
経
』
に
は
、
黄
帝

に
関
す
る
神
話
、
黄
帝

り
き
ぼ
く

え
ん
ぜ
ん

か

ど
う

の
臣
下
た
ち
力
牧

・
闇
再

・
果
童
ら
の
記
載
が
載
る
。
こ
れ
ら

か

つ
か
ん

し

『黄
帝
四
経
』
は

『國
語
』
越
語
、
『老
子
』
『文
子
』
『鵬
冠
子
』

え

な
ん

じ

『准
南
子
』
と
密
接
な
関
連

を
持
ち
、
ま
た

『管
子
』
が
収
め
る

若
干
篇
と
も
共
通
す
る
。
『鵬
冠
子
』
は
唐
以
来
偽
書
と
さ
れ
て

き
た
が
、

こ
れ
ら

『黄
帝
書
』
を
見
る
限
り
、
従
来

の
常
識
に

な

っ
て
い
た
見
解
は
検
討
し
直
さ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な

っ

た
。

『周
易
』
:

か

六
十

四
卦
の
卦

の
順
序
は
現
行
本
と
は
異
な
る
。
卦
名

の
字
も

け
ん

け
ん

こ
ん

現

行

本

と

異

な

る
。

例

:

「乾

」

(現

)
↓

「鍵

」

(
馬

)
。

「艮

」

こ
ん

か

し
ゃ

ふ

よ
う
そ
う

こ

た
い

(現
)↓

「根
」

(馬
)。
仮
借

の
字

で
あ
る
。
阜
陽
双
古
堆

(恥

18
)

か
ら
も
漢
簡

『周
易
』
は
出
土
し
て
い
る
が
、
共
に
楚
の

地
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
楚
の
経
学
の
伝
統
を
引
く
も

の
で
、
漢
代
に
入

っ
て
次
第
に
消
滅
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ

り
ゆ
う
き
ょ
う

り

ゅ
う
き
ん

れ
る
。
従

っ
て
、
劉

向
、
劉

散

二
人

の
知
ら
な
か
っ
た
学
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
貴
重
で
あ
る
。

『春
秋
事
語
』
:
侠
書
。

内
容

は
春
秋
時
代

の
史
実

の
記
述
。
『左
傳
』
に
似
た
書

で
あ

り
、

原
書
名
な
し
。
毎
章
、

一
事
を
記
し
、
紀
年
は
な
い
。
魯

い
ん

し
い

じ
ょ
う

お
う
す
い

の
隠

公
が
試
さ
れ
た
こ
と
、
宋

の
嚢

公
の
泓
水

の
戦

い
等
々
、

『左
傳
』
と
歴
史
的

に
同
じ
史
実
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
議
論

は

異
な
る
。
あ
る
い
は

『左
傳
』
に
記
載

の
な

い
史
実
も
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
『左
傳
』
の
劉
散
偽
書
説
を
否
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
記
事
よ
り
記
言
に
重
き
が
あ
る
。

『戦
國
縦
横
家
書
』
:
侠
書
。

全
27
章
。
う
ち
H
章

は

『史
記
』
と

『
戦
國
策
』
に
見
え
る
。

16
章

は
他

の
古
書

に
見
え
ず
、
『史
記
』

の
誤
り
と
遺
漏
を
補

う
。
司
馬
遷
も
見
て
い
な
い
史
書

で
あ

る
。

《敷
術
、
方
技
》
関
係
書

:
『五
星
占
』
『天
文
氣
象
雑
占
』
侠
書
。

こ

せ
い
せ
ん

『五
星
占
』
は
五
星
即
ち
木

・
金

・
水

・
火

・
土

の
五

つ
の
惑
星

の
前
二
四
六
～
前

一
七
七
間
の
運
行
を
記
し
、
公
転
周
期
を
計

算
し
て
出
し
て
い
る
。
原
書
名
は
な
い
。
書
名

は
現
付
与
の
も

の
。
土
星
の
周
期
は

『准
南
子
』
で
は
28
年
と
す
る
が
、
こ
の

お

書
で
は

「三
十
歳
、
天
に
干

い
て

一
周
す
」
と
い
う

(厳
密
に

は
29
・46
年
)。
図
が
付

い
て
い
て
、
中

に
例
え
ば
彗
星
の
29
種

類
が
描
か
れ
て
い
る
。
彗
頭

・
彗
尾
が
画
か
れ
、
肉
眼
で
は
見

難

い
彗
核
ま
で
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て

い
る
。
図
表
25
参
照
。

私
は
最
近
の
テ
レ
ビ
番
組
で
見
た
の
だ
が
、
ア
フ
リ
カ

・
シ
ベ

リ
ア
等

の
狩
猟
民
族
に
は
、
数
キ

ロ
先

の
小
さ
な
物
ま
で
見
分

け
ら
れ
る
視
力
3
・0
、
5
・0
、
7
・0
等

の
驚
異
的
な
視
力
を

持

つ
人
が

い
る
。
そ
の
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
よ
う
な
天
象
観
測

で
あ
る
。
望
遠
鏡
は
な
く
と
も
、
驚
異
的
に
精
緻
な
観
測
が
な

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
観
測
結
果

で
あ
る
。
後
で
触
れ
る
「距
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蝋 潮 鼎 Ψ
赤灌 白灌 天籠 彗星 白灌 赤灌 浦彗 蒲彗

響聯 攣聯 響
秤彗 秤彗 帯彗 暦彗 竹彗 竹彗 蕎彗 蕎彗 苫彗

欝鰍 輪 十
苫彗 苫発彗 甚星 ●星 柄星 干彗 苫彗 蜜尤旗 程星

図表25〈 馬王堆 吊 書 『天 文氣 象雑 占』彗星 図(模 写)〉

出所:何介鉤 ・張維明 『馬王堆漢墓』文物出版社、1982年 。

以
上
が
馬
王
堆
三
号
墓
出
土
吊
書
の
内
容

で
あ
る
。

饒
宗
願
氏
は

「近
二
〇
年

の
考
古
上

の
新
発
見
、
特
に
大
量

の
楚

ル

ネ

ソ
サ

ン

ス

簡

の
出
土
と
研
究

は
、
二

一
世
紀
の
中
国
に
自
ら

の
文
芸
復
興
運
動

を
も
た
ら
し
、
前

の

一
世
紀
に
西
方
の
衝
撃

に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
新

　
　
　

し
ょ
う

文
化
運
動
に
取

っ
て
替
わ
る
も
の
だ
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
ま
た
薫

し
ょ
う

ふ

蓬

父
氏
は

「近
二
、
三
〇
年
出
土
の
簡
吊
文

献
の
豊
富
と
重
要
さ
は

空
前

で
あ
る
。
大
地

の
宝
物
献
上
は
ま
る
で
分
業
す
る
か
に
見
え
る
。

一
九
七
二
年

の
臨
折
銀
雀
山

(漢
墓
)
は
兵
書
、

一
九
七
六
年

の
雲

か
ん
た
ん

は

夢
睡
虎
地

(秦
墓
)
は
法
律
、

一
九
七
二
年

の
武
威
干
灘
披

(漢
墓
)

は
医
学

(
一
九
七
三
年
馬
王
堆
吊
書

に
も
医
学
を
含
む
)、
一
九
七
三

年
、
江
陵
鳳
鳳
山

(漢
墓
)
は
経
済
史
史
料
。
そ
し
て
郭
店
楚
簡

(そ

れ
に
加
え
て
上
海
博
物
館
所
蔵

の
楚
簡
と
馬
王
堆
3
号
漢
墓
)
は
学

ムフ
　

術
著
作

で
あ
る
」
(薫
蓬
父

「郭
店
楚
簡
の
価

値
と
意
義
」
)
と
い
う
。
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星
」

(星
座
の
基
準
星
)
が
そ
の
星
座

の
明
る
い
星
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る

「暗
星
」
で
あ
る
こ
と
も
、

こ
う
し
た
天
文
観
測

の

実
情
と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

《
馨
藥

》
関
係
書
。
及
び

『相
馬
経
』
、
地
図
二
点
。
侠
書
。

『
五
十
二
病
方
』
及
び
そ
の
侠
書
、
『脈
書
』
、
『引
書
』、
他
に
養

生
類
。
五
十
二
種

の
病
気

の
詳
細
な
病
状
、
治
療
法
、
薬
剤
処

方
が
記
さ
れ
る
等

々
。
中
に
治
療
法
と
し
て

「禺
歩
」
が
多
数

出

る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

以
下

に
近
年
出
土
の
文
献

の
大
要
を
記
す
。

ぺ
ん

う

け
ん

こ
こ
で
は
、
主

に
、
餅
宇
篶

・
段
書
安
編
著

『本
世
紀
以
來
出
土

ム　
　

し
ん
し
ょ
う
き
ん

簡
吊
概
術
』
資
料
編
・論
著
目
録
篇
と
沈

頒

金

『
二
十
世
紀
簡
吊
学

　　
　

ハ　
　

研
究
』
及
び
李
學
勤

『簡
吊
侠
籍
と
學
術
史

』、
『中
国
大
百
科
全
書
』

　　
　

(文
物
博
物
館
巻
、
考
古
巻
)、
そ
の
他
に
よ

っ
て
二
〇
世
紀
に
な
っ

て
以
来

の
簡
吊
出
土
状
況
を
示
し
た
。
前
掲

『本
世
紀
以
來
出
土
簡

吊
概
術
』
に
よ
れ
ば
、

一
九
九
六
年
ま
で
に
出
土
し
た
簡
吊
出
土
は

計
1
0
6
件
を
数
え
る
。
こ
こ
で
は
盟
書
を
含
め

一
覧
表
を
作
成
し



た

(図
表

26
)
。
盟
書
と
は
、
春
秋
戦
国
期

に
諸
侯
が
自
国
の
卿
大
夫

と
誓
約
を
交
わ
し
、
玉
石
に
書

い
て
盟
書
と
し
、
神
に
誓
約
し
て
地

中
に
埋

め
た
文
書
で
あ
る
。
出
土
簡
吊
中
、
主
要
な
も
の
46
件
を
示

し
た
。
記
載
し
た
項
目
は
、
発
掘
年

・
地
点
場
所

・
時
代

・
簡
策

の

種
類

・
枚
数

・
文
献
名

で
あ
る
。
戦
国

・
秦
時
期

の
も
の
は
で
き
る

だ
け
漏

れ
の
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
の
大
ま
か
な
全
貌
が
伺
え
よ
う
。

前
四
九
七
11
恥
24
河
南
温
県
武
徳
鎮
、
沁
陽
盟
書
。
1
万
片
以
上

前
四
九
五
～
前
四
八
九
11
恥
7
山
西
侯

馬
脅
城
遺
吐
、
侯
馬
盟

書
。
五
千
件
以
上

一
覧
表
に
記
し
た
代
表
的
な
出
土
簡
吊
を
出
土
地
で
分
類
す
る
と
、

以
下
で
あ
る
。

こ
れ

ら
出
土
簡
吊
中

で
最
も
早
期
の
も
の
を
列
挙
す
る
と
、

で
あ
る

(時
代
順
)
。

前

四
三
三
"
恥
20
湖
北
随
県
、
曾
侯
乙
墓

前
三
二
三
～
前
三

一
六
11
恥
30
湖
北
荊
門
包
山
、
楚
墓

前
三
〇
六
11
晦
17
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
、
秦
墓

前
四
世
紀
"
恥
3
湖
南
長
沙
市
仰
天
湖
、
戦
国
墓

前
四
世
紀
末
"
漁
38
湖
北
荊
門
郭
店
村
、
楚
墓

一
説

最
早
期
、
竹
簡
"
恥
2
湖
南
長
沙
市
五
里
牌
、
戦
国
墓

前
三
世
紀
中
葉

11
血
4
湖
北
長
沙
市
楊
家
湾
、
戦
国
墓

以
下

最
早
期
地
図

(戦
国
晩
期
)
11
晦
28
甘
粛
天
水
放
馬
灘
、
秦
墓

最
早
期
の
紙

の
実
物

(戦
国
末
～
前
漢
初
)
紙
地
図
11
晦
28
甘
粛

天
水
放
馬
灘

(戦
国
末
～
漢
初
)
秦
墓

盟
書

:
(史
上
、
簡
策
に
先
立

つ
書

の
実
物

で
あ
る
)

湖

北

17

、

湖

南

12

、

甘

粛

5
、

河

南

3
、

河

北

1

、

山

東

1
、

山

西

1

、
安

徽

1

、

青

海

1
、

四
川

1

、

江

蘇

1

。

他

2

(
上

海

購

入

・
香

港

購

入

)

合

計

46

圧
倒
的

に
湖
北
17
・湖
南
12
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
湖
北
・

湖
南
は
先
秦
時
代

の
楚
の
国

の
地

で
あ
る
。
全
46
地
点
中

で
29
箇
所

に
上
る
。

以
下

に
重
要
な
出
土
簡
吊
中

の
代
表
的
な
13
件

(馬
王
堆
3
号
墓

を
除
く
)
を
選
び
、
出
土
時
代
順
に
特
徴
的

な
点
を
説
明
す
る
。
図

表
26

一
覧
表
で
欄
を
太
線

で
囲
ん
だ
も

の
。

恥
5

(
一
九
五
七
～

一
九
五
八
)
[信
陽
長
台
関
楚
墓
]
(河
南
)

戦
国
期
楚
国
貴
族

の
墓
か
ら
の
出
土
。
地
は
河
南
省
信
陽
市

長
台
関
。
特
徴
あ
る
木
彫
の
鎮
墓
獣
、
百
余
支

の
竹
簡
と
同
時

出
土
の
書
写
用
具
、
遣
策

(H
埋
葬
品

の

一
覧
表
)
が
出
土
。
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糞発掘年 地 点 墓名等 時 代 簡策吊書 数 量 内 容

29
夏986-

1987
湖北江陵秦家嗜 三座楚墓 戦国 竹簡 卜笠祭祷類

30 1987 湖北荊門包山 2号 楚墓 戦国 竹簡 448枚 卜簸祭祷記録、司法
文書、遣策

31 1987 湖南張家界
個人堤遺肚 堤遺吐 漢代 簡腰 簡贋90片

32 1987 湖南慈利石板村
36号

戦国墓 戦国 簡腰 4371枚

『國語 ・呉語」r逸 周

書 ・大 武J「管子」{失
文 、r寧越 子」{失文

33 1989 湖北雲夢龍醐 6号墓 秦代 簡履 竹簡283枚
木膜1枚

法律文書(禁 苑 ・馳道
・馬 牛羊 ・田嵐 ・其他

五種)

34 1990 湖北沙市関沮
湖北荊州市
周梁玉橋遺
境博物館

秦漢 簡膜 500余 枚

35 1990 湖北荊州楊家山 135号 秦墓 秦代 竹簡 竹簡75枚 遣策

36
1990-
1992

甘粛敦煙安西交
界、懸泉置遺肚

遺趾 漢代 簡策 2万余枚

詔書、律 令、科品、傲
記、簿籍、愛書 、劾状、
符伝、暦 譜、其 他古

籍、完整冊 子40多 冊

37 1993 江蘇連雲港東海
県サ湾村

2号 、5号

漢墓
漢代

木腹
竹簡

木履24方

竹簡133枚
4万 字

集簿、「東海郡県郷吏

員定簿」、其他

38 1993 湖北荊門市
郭店村

戦国楚墓 戦国 竹簡
804枚

13000余 字 本文に記載

39 1993 湖北江陵王家台 15号 秦墓 秦代 竹簡 800余 枚 「蹄蔵∬効律∬政事」
r日書∬災異占』

40 1993 湖北周家台 30号 秦墓 秦代 竹簡木績 竹簡389枚
木贋1枚 暦譜、日書、病 方

41 1994 河南新察葛陵村 平夜君墓
戦 国 中 期

(B.C.340
前後)

簡策 1500余 枚 卜笠祭祷記録及遣
策、簡文以事紀年

42 1995 上海博物館購入 香港購入 戦国 竹簡 1200余 枚 本文に記載

43 1996 湖南長沙走馬楼 長沙市中心
五一広場

三 国 呉

(A.D.232
-238)

簡策 簡 策10万 余
券書 ・官府文書 ・戸籍
・名刺 ・帳簿類五種

44 1999 湖南玩陵虎渓山 前漢玩陵侯
呉陽墓

前漢 竹簡 1336枚 r黄簿」「日書」「美食
方J

45 2000
湖北随州市
孔家披

墓地M8 前漢早期 竹簡木腰 竹簡500余枚
木膿4

r日書J.「暦譜」、木腰
告地策 、其他

46
歴年
購入

香港中文大学
歴年購蔵

暦年購入 戦国前
漢

簡積 259枚
戦国前 漢r日 書」、遺
冊、奴嬉…簿、後漢簡

策、東晋木順 等

47 2002 湖南湘西龍山県
里耶戦国古城 戦国古城

秦始皇帝
25年～秦
二世2年

簡腰 多為官府格案文書

48
2003

(公布)

甘粛武都琵琶州
趙坪村(陳 西博
物館蔵公布)

博物館蔵 漢簡 簡策 12枚漢簡 有関西北屯戌之事

注:太 線で囲んだ欄は本文に記載のもの
依拠:沈 頒金「二十世紀簡吊学研究J学苑出版社、2003年、餅宇篶 ・段書安編著r本世紀以來出土簡吊概術」資料編 ・

論著目録篇、台湾:萬 巻棲、1999年、「中国大百科全書」文物博物館巻、考古巻、中国大百科全書出版社、1986年。
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図表26〈 近年出土主要簡吊一覧〉

奪発掘年 地 点 墓名等 時 代 簡策畠書 数 量 内 容

1 1942
湖南長沙市
弾庫

楚墓 戦国 吊書 1枚 名称 「四 時」「天象」
「月忌」

2 1951
湖南長沙市
五里牌

406号 楚墓 戦国 竹簡 37枚 遣策類

3 1953
湖南長沙市
仰天湖

25号
戦国漢墓

戦国・漢 竹簡 43枚 遣策類

4 1954
湖南長沙市
楊家湾

戦国墓
MOO6号 戦国 竹簡 72枚

5 1957 河南信陽長台関 1号 墓 戦国中期 竹簡 229枚 儒家侠書
随葬品遺冊

6 1959 甘粛武威磨嗜子 6号後漢墓 後漢 木簡 514枚 三種『儀 礼1、『日書 」

7 1965
山西侯馬
音城遺趾

城趾 戦 国

(a.c.ags>
盟書 大量 盟書

8 1965
湖北江陵
紀南城望山

1号 墓
戦国楚墓

竹簡 24枚 祭儀文稿

2号墓 竹簡 13枚 遣策類

9 1972 山東臨沃銀雀山
前漢1号 墓

前漢初年
竹木簡腰 4942枚 本文に記載

同2号 墓 竹木簡腰 32枚 「元光元年暦譜」

10 1972 湖南長沙馬王堆 1号漢墓 漢代
竹簡
木栂

竹簡312枚
木掲49枚

遣策

11 1972 甘粛武威旱灘披 後漢墓 後漢 木簡 92枚 医書多数

12 1973 湖北江陵藤店 1号 墓 戦国楚墓 竹簡 24枚

13 1973 河北定県八角廊 40号 漢墓 漢代 竹簡 100余 枚 本文に記載

14
1972-

1974

甘粛
額済納河流域

漢代
城障峰塞

漢代 漢簡 2万 枚
詔書、律 令、科別 、品
約、牒書 、推辟書 、愛

書、劾状 、各種簿籍

15
1973-

1975
湖北江陵鳳墨山 漢墓6座 漢代 竹木簡 622枚 遺冊、文書、契約 、帳

目

16 1973 湖南長沙馬王堆 3号漢墓 漢代 吊書
26件
12万字 本文に記載

17 1975 湖北雲夢睡虎地 11号秦墓 秦代 竹簡 1155支 本文に記載

18 1977 安徽阜陽双古堆 1号 漢 墓 漢代 竹簡 6000余 枚 本文に記載

19 1978 湖北江陵天星観 1号 楚墓 戦国 竹簡 70枚 遣策、祷 辞

ao 1978 湖北随県 曾侯乙墓 戦 国
(B.C.433)

竹簡 240多 枚 葬儀用兵甲馬車等物
品遣策

21 1979 青海大通県
上孫家塞

115号 漢墓 漢代 簡腰 大量
『孫子兵法」侠文、
其他兵法書多数

22
1979-
1980 四川青川郷家坪 戦国墓

秦武王
二年 木腰 1件 更修田律

23 ':1 湖南臨澄 1号楚墓 戦国 竹簡 数十枚 遣策類

24
1979-

1982

河南温県(旧 沁
陽県)西張計村

盟誓遺肚
春 秋 末

(B.C.497)

盟書
(石片)

1万 片

以上
沁陽盟書

[25
1981 湖北江陵九店

楚 墓 乙 組
56,621 陣

簡腋i 『程 』『目書 』其他典籍
レ

26 1983 湖北江陵張家山 漢 墓247号 漢墓
1竹簡 「

2787枚 本文に記載
1

27 1983
湖南常徳市
徳山夕陽披

2号 楚墓 戦国 竹簡 2枚 紀年記事

28
11986 1甘粛天水放馬灘 5号 墓

1号 墓
秦 ・漢初 1竹簡 1嵩男灘1 本文に記載

23g-一 歴 史 と神話 への視座(下 の二)



r

6

繍
1
国
劉
創
馴
劃
目

1
号
墓
か
ら
は
竹
簡

『墨
子
』

の
侠
篇
が
発
見
さ
れ
た
。
戦
国

中
期

の
も
の
で
あ
り
、年
代
は
墨
子
と
そ
う
隔
た

っ
て
い
な
い
。

墨
子

は
楚

の
国
に
行

っ
て
楚

の
恵
王
に
書
を
献
上
し
た
こ
と
が

あ
る
。
戦
国
中
期

は
楚

の
地
に
墨
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

ま

す
い

し

恥

6

(
一
九

五

九

)

[武

威

漢

簡

]

(甘

粛

)

武

威

磨

噛

子

6
号

墓

出

土

。

図
表

27
参

照

。

『
儀

禮

』

4

6

9

枚

。

日

忌

雑

占

H
枚

。

『
儀

禮

』

:
甲

乙

丙

の
三

種

。

甲

3

9

8
枚

の
篇

は
士

相

見

、
服
傳

、
特

牲

、
少

年

、

有

司

、

燕

禮

、

泰

射

。

乙

37
枚

:
服

傳

1
篇

。

丙

34
枚

:
喪

服

1
篇
。
『儀
禮
』
の
最
古

の
写
本
で
あ
る
。
他

に

「王

れ撒
絵

㌫鞭
欝
辞
嫉

糠

噸
鱒

嚢

囎
輪
噸聯

轡

轟
繰
蘇
蓉
舗

漸

出
土
簡
冊
に
は
、
多
数

の
秩
書
が
含
ま
れ
る
。
『孫

そ
ん
び
ん

子
兵
法
』
孫
子
B
篇
及
び
侯
4
篇
。
『孫
膿
兵
法
』
侠

り
く
と
う

し

り
ょ
う

し

あ
ん

書
。
『六
鱈
』
多
数

の
侠
篇
を
含
む
。
『
尉

練

子
』
5
篇
。
『曇

子
』
16
章
。
『守
法
守
令
十
三
篇
』
供
書

。
以
上
兵
書

(
-
号

墓
)。
こ
れ
ら

『孫
膿
兵
法
』
『六
翰
』
『
尉
練
子
』
の
兵
書
は
、

唐
宋
以
来
、
長

い
間
、
偽
書
と
さ
れ
て
き
た
書

で
あ

っ
た
。

『史
記
』

の
中
で
は
、
孫
武
に
つ
い
て
述

べ
た
後
、

「孫
武
既

に
死
し
、
後
百
余
歳
し
て
孫
膿
有
り
云
々
」
と
記
さ
れ

て
い
る

が
、
こ
の
孫
武
と
孫
膿
を
め
ぐ

っ
て
論
議

が
あ
り
、
宋
以
来
、

こ

き

つ
こ
う

孫
縢
の
存
在

に
は
否
定
的

で
あ

っ
た
。
し

か
し
、
顧
頷
剛

は
、

『史
記
』
中
の
孫
武
傳

は
信
頼

で
き
な

い
、
孫
子

の
兵
法

は
春
秋
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の
も

の
で
は
な
く
戦
国

の
成
書

で
あ
る
、
孫
子
の
兵
法

の
作
者

は
孫
武

で
は
な
く
、孫
膿
で
あ
る
。
孫
武
の
物
語
は
後
人
に
よ

っ

　
む
　

て
捏
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。

こ
う
し

た
宋

以
来

の
孫
武
も
し
く
は
孫
膿

の
偽
造
説
は
、
こ
の
銀
雀
山

竹
簡

で

『孫
子
兵
法
』
と

『孫
膿
兵
法
』
が
同
時
に
出
土
し
た

こ
と
に
よ

っ
て

一
挙

に
解
決
し
た
。
両
者
と
も
に
真
で
あ
り
、

偽
作
説
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
う
ろ
く

「唐
勒
賦
」
:
戦
国
期
末

の
僻
賦

の
作
者
唐
勒

(屈
原

の
弟
子

の

一
人
)
の
侠
賦
残
簡
。
唐
勒
は
宋
玉
と
共
に
屈
原
の
弟
子
で

あ

る
。
宋
玉

の
辞
賦
は
多
く
偽
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
の
唐

ぎ
ょ

ふ

勒

の
賦

は
実
際
は
宋
玉

の
作

「御
賦
」
で
あ
る
。
偽
と
言
わ
れ

た
宋

玉
の
作
が
真
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
「守
法
」
に
は
、
墨
学

の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
文
字
は
多
く

『墨
子
』
の
城
守
各

篇

か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

恥
B

(
一
九
七
三
)

[定
県
八
角
廊
漢
簡
]

(河
北
)

八
角
廊
40
号
漢
墓
。
戦
国
末
～
漢
初

の
墓
。
文
献
は

『論
語
』

ほ

ふ

『儒
家
者
言
』
『哀
公
問
五
義
』
『保
傅
傳
』
『太
公
』
『文
子
』
『六

安

王
朝
起
居
注
』
『日
書
』
。
竹
簡

『論
語
』
は
現
伝
本

の
大
半

を
保
存

し
、
大
き
な
驚
き
で
あ

っ
た
。
最
古

の

『論
語
』
で
あ

る
。
『文
子
』
竹
簡
は
、
『文
子
』
偽
書
説
を
完
全
に
覆

し
た

(本

論
下

の

一
参
照
)
。
さ
ら
に

『孔
子
家
語
』
の
祖
本
と
見
ら
れ
る

書

が
あ

っ
た
。
『孔
子
家
語
』
は
早
く
失
わ
れ
、
今
本
は
三
国
魏

の
王
粛
が
編
纂
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
『六
安
王
朝
起

居
注
』
は
漢
、
宣
帝
五
鳳
二
年

(前
五
六
年
)
正
月
の
起
居
注

(天
子
の
行
動
記
録
)
。

漁
16

(
一
九
七
三
)

[馬
王
堆
3
号
漢
墓
吊
書
]
(湖
南
)
上
述

う
ん
に
う
す
い

こ

ち

恥
17

(
一
九
七
五
)

[雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
]

(湖
北
)

湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
n
号
秦
墓
中
出
土
。
出
土
竹
簡
1
1

5
5
支
。
律
令
・暦
譜
等
10
種

:
『編
年
記
』
『語
書
』
『秦
律
十

八
種
』
『効
律
』
『秦
律
雑
抄
』
『法
律
答

間
』
『封
診
式
』
『爲
吏

に
つ
し
よ

之
道
』
、
甲
種

『日
書
』
、
乙
種

『
日
書

』
が
出
土
。
『日
書
』
と

い
う
の
は
占
ト
の
書

で
あ
る
。
時
日
を
選
び
、
出
行

・
裁
衣

・

見
官

・
建
築
等

の
日
を
占
う
書

で
あ
る
。
民
衆

の
日
常
生
活
や

習
俗
を
知
る
に
は
ま
た
と
な
い
も
の
で
あ
る
。

ふ

よ
う

z
°°

(
1
九
七
七
)

[阜
陽
漢
簡
]

(安
徽
)

そ
う

こ

た
い

じ
ょ
い
ん
ニ
う

安
徽
省
阜
陽
双
古
堆
1
号
墓
。
前
漢
前
期
汝
陰
侯
及
び
そ
の

妻
の
墓
。
特
に

『詩
経
』
(1
7
0
余
片

)
が
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
。
十
四
の
国
風
、
小
雅

(4
首
)

と

『毛
詩
』
に
近
い
1

0
0
字

の
異
文
が
あ
る
。
従
来
の
四
家
詩

(毛
詩
11
古
文
学

『詩

せ
い

し

ろ

し

経
』
。
齊
詩

・
魯
詩

・
韓
詩
11
今
文
学

の

『詩
纒
』)
に
属
さ
ぬ

か
ん
じ
ょ

げ

い
も
ん

し

も

の
で
、
『漢
書
』
藝
文
志
に
も
著
録
が
な

い
、
亡
侠
し
た

『詩

経
』

で
あ
る
。
楚
国
に
伝
わ
る

『詩
経

』
と
思
わ
れ
る
。
他
に

そ
う

き
つ
へ
ん

『
蒼

頷

篇

』

(字

書

、

1

2

0

余

片

)
、
『
周

易

』

(
6

0

0
片

弱

)
、

『
萬

物

』

(
1

3

0

余

片

、

本

草

・
方

術

関

係

)
、

『作

務

員

程

』
、

『
算

術

』
、

『
年

表

』

(
周

秦

以

来

の
各

国

君

王

在

位

年

)
、

『
大

事

記

』

(漢

初

の
記

事

)
、

『
刑
徳

』
、

『
日

書

』

(残

片

の

み
)
、

『
星

歴史と神話への視座(下の二)24i



り
ょ

し

し
ゅ
ん
じ

ゅ
う

そ
う

じ

占

』

(
残

片

の
み
)
、

『
呂

氏

春

秋

』

(
40
余

片

)
、

『荘

子

』

(約

し
ょ
う
よ
う
ゆ
う

が
い
ぶ
つ
へ
ん

20
片
、
遣

遥
遊

・外
物
篇
等
)
が
あ
る
。
出
土
漆
器
に
、
天
文

ろ
く
じ
ん
し
ょ
く

た
い
い
つ

観
測
用

の
六
壬

拭

盤

(星
座
表
)、
太
乙
九
宮
占
盤
、
二
十
八

宿

図
盤
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

漁
20

(
一
九
七
八
)
[曾
侯
乙
墓
竹
簡
]

(湖
北
)

そ
う

い
つ

戦
国
早
期
の
曾
国
の
君
主
、
曾
侯
乙
の
墓
。
湖
北
省
随
州
市

西
郊
の
墓
。
こ
の
竹
簡
は
中
国
史
上
出
土
し
た
最
古

の
簡
策
実

物

で
あ
る
。
字
体
は
楚
国
文
字
の
体
。

6
6
9
6
字
の
書
か
れ

た
2
4
0
支

の
竹
簡
。
簡
文

に
は
葬
儀

に
用
い
た
車
馬

・
兵
器

等

々
の
数
量
、
贈
呈
者
等

の
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。
出
土
品
中

に
は
大
量

の
精
巧
な
美
術
品
か
ら
な
る
随
葬
品
約

1
万
点
、
中

へ
ん
し
ょ
う

へ
ん
け
い

で
も
楽
器

の
大
群
の
編

鐘
と
編
磐
が
圧
巻
で
あ
る
。
現
在
も
演

奏
可
能
。
銘
文
か
ら
前
四
三
三
年
や
や
後
と
判
明
。

し
ん
よ
う

恥
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(
一
九
八
〇
)
[温
県

(沁
陽
盟
書
)
]
(河
南
)

せ
い
ち
ょ
う
け
い

河
南
省
温
県
西

張

計
村
、
出
土

の
最
古

の
盟
書
。
春
秋
末
期

の
も

の
。
か

つ
て

一
九
三
〇
～

一
九
四
二
年

に
出
土
し
た
こ
と

が

あ

っ
た
。
当
時
、
温
県
は
沁
陽
県
だ

っ
た

の
で
、
「沁
陽
盟し

ん

書
」
と
呼
ば
れ
る
。
現
出
土
盟
書
は
1
万
余
件
。
盟
書
中
に

「巫日

(国

)
定
公
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
」
(前
四
九
七
年

一
月

一

六
日
)

の
記
載
が
あ
る
。

漁
26

(
一
九
八
三
)

[江
陵
長
家
山
漢
簡
]
(湖
北
)

こ
の
墓
は
漢
の
文
帝
時
の
墓
。
馬
王
堆

・
阜
陽
双
古
堆
よ
り

も
や
や
早

い
。
竹
簡
2
7
8
7
枚
。
前
漢
早
期

の
律
令
、
暦
譜
、

医
学
、
数
学
等
が
多
数
。
『算
敷
書
』

は
中
国
従
来

の
数
学
書

と
う
せ
き

『九
章
算
術
』
よ
り
早
い
。
『荘
子
』
盗
妬
篇
が
出
土
。
医
学

の

ど
う

い
ん

ず

れ
き

ふ

「導
引
圖
」
が
あ
る
。
『暦
譜
』
は
出
土
最
早
期

の
暦
譜
。

ほ
う

ま

た
ん

恥
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(
一
九
八
六
)
[天
水
放
馬
灘
]

(甘
粛
)
に
は
三
種

の
文
献

出
土
。

[秦
国
竹
簡
]

[(戦
国
末
～
)
前
漢
初
紙
地
図
]
[戦
国

晩
期
木
版
地
図
]
で
あ
る
。

天
水
放
馬
灘
か
ら
は
戦
国
晩
期
～
前

漢
初
の
公
共
墓
地
が
出

土
。
秦
国
竹
簡
は
1
号
墓
出
土
。
『日
書
』
『墓
主
記
』
の
二
種
。

『
日
書
』
は
甲

(73
枚
)
・
乙

(3
7
9
枚
)
二
種
。
『墓
主
記
』

は
六
朝
志
怪
小
説

の
前
身
を
な
す
死
者
復
活
の
怪
奇
課
。
前
漢

紙
地
図
は
5
号
墓
出
土
。
注
目
に
値
す
る
最
古

の
紙
地
図
。
墓

主

の
胸
部
に
置
か
れ
て
い
た
。
紙
は
良
質

の
も
の
で
、
墓

は
秦

晩
期
乃
至
前
漢
初
の
墓
。
戦
国
晩
期
に
す
で
に
紙
が
あ

っ
た
可

能
性
を
示
す
。
戦
国
晩
期
木
版
地
図
は
、
戦
国
晩
期
の
秦
国
の

け
い
き
ゅ
う

木
版
地
図
4
枚
。
邦

丘

県
の
地
図
で
あ
る
。

恥
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(
一
九
九
三
)
[江
蘇
連
雲
港
東
海
サ
湾
村
]
(江
蘇
)

ふ

前
漢
後
期
墓
か
ら
の
簡
腰
計
17
点
。
う
ち
、
「神
鳥
傅

(賦
)」

20
枚
は
、
考
古
学
発
掘
上
の
最
初

の
漢
代
の
辮
賦
作
品
で
、
民

間
伝
承
の
物
語

で
あ
る
。

け
い
も
ん

か
く
て
ん

z
°°

(
1
九
九
三
年
)

[荊
門
市
郭
店
1
号
墓
出
土
]
(湖
北
)

一
九
九
三
年

一
〇
月
、
湖
北
省
荊
門
市
四
方
郷
郭
店
村
か
う

戦
国
楚
墓
が
出
土
。
随
葬
品
に
竹
簡
8
0
4
枚
、
全
約
-
万
3

千
字
。
文
献

は
13
種
18
篇
。
内
容

は
主
要
に
儒
家
と
道
家

の
菅

z4z



た
い
い
つ
せ

い
す
い

で

あ

る

。

即

ち

、

『
老

子

』

3

篇

、

『
太

一
生

水

』

(
以

上

、

道

し

い

ぼ
く
こ
う

し

し

と
う

家
)
。
『縄
衣
』
『魯
穆
公
問

子
思
』
『窮
達
以
時
』
『五
行
』
『唐

ぐ

せ

い

し

ぶ
ん

し

虞
之
道
』
『忠
信
之
道
』
『成

之
聞
之
』
『尊
徳
義
』
『性
自
命
出
』

『六
徳
』
(以
上
、
儒
家
)
。
『語
叢
』
4
篇

(百
家
雑
抄

の
説
)。

ムニ

以
上

で
あ
る
。
『老
子
』
3
篇
は
現
行

『老
子
』
の
約
五
分

の

一

に
満

た
な
い
。
3
篇
相
互

に
は
ダ
ブ
リ
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。

こ

れ

が
原

『老
子
』
か
、
抄
本

『老
子
』
か
、
議
論
が
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
篇
は
上
下
に
分
か
れ
ず
、
篇
名
も
な
い
。

ム
レ
　

李
學
勤

「先
秦
儒
家
著
作

の
重
大
発
現
」
に
よ
る
と
、
次

の

よ
う
に
指
摘
す
る
。
郭
店
楚
簡
は
、
郭
店
楚
墓
-
号
墓
か
ら
出

土
。
墓
葬

の
位
置
は
楚

の
国
都
、
劉

(現
湖
北
省
江
陵
県
西
北

の
紀
南
城
、
楚

の
都
)
の
墓
区
。

こ
の

一
帯

の
墓
地
の
序
列
は

す

で
に
明
ら
か
に
な

っ
て
お
り
、
1
号
墓
は
戦
国
中
期
後
段

に

属

す
。
前
二
七
八
年
に
郵
が
秦
に
占
領
さ
れ
る
そ
の
前
で
、
前

三
〇
〇
年

(四
世
紀
末
)
以
前
で
あ
る
。
竹
簡

の
書
写

の
時
間

は
そ
れ
以
前

で
あ
る

〔中
島
付
記

闘
こ
の
時
期
に
は
孟
子

(前

三
九
〇
～
前
三
〇
五
)
、
荘
周

(前
三
六
九
～
前
二
八
六
)
、
屈

原

(前
三
四
〇
～
前
二
七
八
)
が
生
存
し
て
い
た
も

の
と
思
わ

れ

る
。
子
思

・
墨
子
は
そ
れ
よ
り
早
く
、
子
思
は
前
四
八
三
～

前

四
〇
二
。
墨
子
は
前
四
六
八
～
前
三
七
六
。
以
上
は
い
ず
れ

も
生
卒
年

の

一
説
〕
。
墓
主

は
名
が
知
ら
れ
な
い
。
随
葬
品
そ
の

じ

は
い

他

か
ら
相
当
の
年
齢

の
人
物

で
あ
る
。
同
出
土
漆
耳
杯
に

「東

宮
之
師
」
と
あ
り
、
楚

の
太
子
の
教
師

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

か
い
お
う

お
う

け

い
じ
ょ
う

墓

の
年
代
を
加
案
す
る
と
、
太
子
は
懐

王
の
横
、
後

に
頃

裏

お
う王

と
な
る
人
物
と
想
定
さ
れ
る
。
孔
子

の
死
後
、
学
は
八

つ
に

し
っ
ち
ょ
う

分

か
れ
た
。
子
張

・
子
思

・
顔
氏

・
孟

氏

・
漆

雛

氏

・
仲
良

(梁
)
氏

・
孫
氏

・
樂
正
氏
の
八
学

で
あ

る

(『韓
非
子
』
顕
学

し

い

篇

に

よ

る

)
。

こ
れ

ら

の

う

ち

、
縞

衣

篇

等

の

6

篇

は
、
そ

の

う

し

し

し

ち
の
子
思

の
学
で
あ
ろ
う
。
『漢
書
』
藝
文
志

に
も

『子
思
子
』

23
篇
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
と
思
わ
れ
る
。
子
思
は
孔

こ
う
き
ゅ
う

子
の
孫

の
孔

仮
で
あ
る
。
孔
子
と
孟

子

の
間

は
従
来
空
白
と

な

っ
て
お
り
、
こ
の

『子
思
子
』
の
現
出
に
よ
っ
て
そ
の
間
が

埋
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
李
學

勤
氏
は
指
摘
す
る
。

恥
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(
一
九
九
五
年
)

[上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
]

上
海
博
物
館
が
香
港
に
市
場
で
購
入
し
た
1
2
0
0
枚
余
で
、

し

こ
う

古
籍
に
は
易
経
、
詩
論
、
纏
衣
、
子
燕

、
孔
子
閑
居
、
彰
祖
、

そ
う

し

ぶ

お
う
せ
ん

そ

樂

禮

、

曾

子

、

武

王

践

昨

、

賦

、

子

路

、

恒

先

、

曹

邦

之

陳

、
ろ

夫
子
答
史
留
問
、
四
帝

二
王
、
曾
子
立
孝
、
顔
淵
、
樂
書
、
魯

ほ
う
だ

い
か
ん

邦
大
旱
、
卜
書
等

の
80
余
種
の
先
秦
古

籍
で
あ
る
。
大
多
数
は

す
で
に
亡
侠

し
た
書
籍

で
あ
る

(
『上
海
博
物
館
藏
戦
國
楚
竹

書
』
(全
五
冊
)
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年

=

月
以
後

刊
行
中
、
二
〇
〇
四
年
五
月
現
在
、
第
三
冊
ま
で
既
刊
)。

出
土
簡
吊

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
出
土
し
た
股
周
青
銅
器

の

し
ゅ
ら
い

銘
文
に
よ

っ
て
偽
作
説
が
覆

っ
た
例
と
し
て

『周
禮
』
を
挙
げ
て
お

き
た
い
。
従
来
、
『周
禮
』
は
偽
書
と
い
う
の
が
常
識
で
あ

っ
た
書

で

歴 史 と神 話への視座(下 の二)243



あ

る

。
し

ゅ
ら
い

『周
禮

』
:

『周
禮
』
は
漢
代
以
来
、
そ
の
出
自
・真
偽
に

つ
い
て
懐
疑
的

な
見
方
が
さ
れ
て
き
た
が
、
近
代

の
辮
偽

の
学
で
、
劉
敵
に
よ

る
王
葬

の
た
め
の
偽
作
説
が
ほ
ぼ
確
定
的
に
な

っ
て
い
た
。
私

が
学
生

の
頃
は
、

『周
禮
』
及
び

『列
子
』
『偽
古
文
尚
書
』
が

偽

書
で
あ
る
こ
と

は
常
識
中

の
常
識

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

一

九

五
五
年
、
郭
沫
若
は
金
文

(股
周
青
銅
器
銘
文
)
中
の
官
職

名

の
研
究
に
よ
っ
て
、
『周
禮
』
が
戦
国
晩
期

の
真
文
献
で
あ
る

と
指

摘
し
た
。
顧
韻
剛
も
同
様
、
金
文
研
究
に
よ

っ
て
自
ら

の

過
去

の
劉
散
偽
造
説
を
修
正
す
る
に
至
り
、
戦
国
の
齊
の
国
等

の
法
家

の
作
と
し
た
。
そ
の
後
も
青
銅
器
が
多
数
出
土
し
、
劉

雨
氏
等
は
近
年
出
土
の
多
数

の
両
周
青
銅
器

の
研
究
か
ら
そ

の

官
職

は
西
周
期
官
制

に
符
合
し
て
お
り
、
決
し
て
戦
国
時
期

の

作

で
は
な
い
と
し
た
。
『周
禮
』
の
作
者

は
今
人
が
見
る
こ
と

の

な

い
多
く
の
先
秦

典
籍
に
よ

っ
て
こ
の
書
を
書

い
た
と
結
論
づ

け
、
西
周
か
ら
春
秋
期
に
か
け
て
の
官
制
で
、

一
部
、
戦
国
期

の
も

の
も
中
に
挟

雑
し
て
い
る
と

い
う

(張
亜
初
・劉
雨
著

『西

周
金
文
官
制
研
究

』
中
華
書
局
、

一
九
八
六
年
。
そ
の
他
)。

以
下

に
こ
う
し
た
近
年
出
土

の
簡
吊
資
料

に
よ

っ
て
学
術
上
ど
の

よ
う
な
事
態
が
起
こ

っ
た
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ

う
。王

國
維

は

一
九
二
五
年
に

「古
来

の
新
学

問
が
起
こ
る
の
は
た

い

ハ
め
　

ち
ん
い
ん
か
く

て
い
新
発
見
に
よ
る
」
と
言
い
、
陳
寅
恪
は

「
一
時
代

の
学
術
に
は

必
ず
新
し
い
材
料
と
新
し
い
問
題
が
有
る
。

こ
の
材
料
を
取
り
上
げ

使

っ
て
問
題
を
探
求
し
、
か
く
て
、

こ
の
時
代

の
学
術
の
新
し
い
潮

　あ
　

流

に
な

る

の

で
あ

る
」

と
述

べ

て

い

る

。

郭
店
楚
簡

の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
見
解

を
見

て
み
よ
う
。

張
海
燕
氏

「二
〇
世
紀
の
中
国
思
想
史
研
究
」
は
次
の
よ
う
に
指

　レ
　

摘

し

て

い

る
。

我
々
が
先
秦
思
想
史
の
幾

つ
か
の
疑
問

・
難
問
に

つ
い
て
正
確

な
認
識
す
る
上
で

『郭
店
楚
墓
竹
簡
』

の
も
た
ら
し
た
意
義
は
大

き
い
。
そ
れ
は
以
下
の
如
き
思
想
史
上

の
問
題
を
提
出
、
解
決
あ

る
い
は
解
決
に
近
づ
け
た
。
そ
の

一
。
早
期

の
道
家
は

「仁
義
」

に
反
対
し
て
い
な
い
こ
と
。
「聖
人
は
名
教

を
貴
び
、
老
荘

は
自
然

を
明
ら
か
に
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
儒

・
道
の
両
家
が
淵
源

の
と
こ
ろ
で
も
っ
て
旗
幟
を
鮮
明
に
し
、
相
互
に
攻
撃
し
あ

っ
て

い
た
こ
と
は
、
従
来

の
学
者

の
常
識

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
簡
本

『老
子
』
の
出
土
に
伴
な
い
、
こ
の
常
識
を
改
め
る
必
要
が
生
じ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
二
。
「水
」
を
も

っ
て
元
素
と
な
す
宇
宙

の
起
源

論
を
述

べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
の
タ
ー
レ
ス
の

宇
宙
論
に
似
通
い
、
興
味
深

い
。
中
国
で
は
初
め
て
見
ら
れ
た
思
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想

で
あ

る
。

李
學
勤
氏
は
前
に
記
し
た
よ
う
に
郭
店
竹
簡

の
儒
家

の
文
献

は
子

思

(孔
子

の
孫
、
孔
仮
)

の
著
作

『子
思
子
』
だ
と
指
摘
、
従
来
の

思
想
史
に
存
在

し
た
孔
子
と
孟
子

の
空
白
を
埋
め
る
も
の
だ
と
の
見

解
を
示
し
、
大
方

の
賛
同
を
得
て
い
る
。
屡
名
春
氏
は
こ
れ
ら
儒
家

文
献
を
三
類

に
分
け
、

一
類

『窮
達
以
時
』
『唐
虞
之
道
』
『尊
徳
義
』

は
孔
子
の
著
作
。
二
類
は
孔
子
の
弟
子
の
作
。
三
類

『子
思
子
』
を

子
思
及
び

そ
の
弟
子

の
作
と
す
る
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。
旧
来
、

孔
子
は
偉

大
な
思
想
家
だ
と
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
彼
の
編
纂
し
た

文
献
と
弟

子
に
よ
る
語
録

『論
語
』
は
存
在
し
た
も
の
の
孔
子
本
人

の
著
作
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

こ
の
指
摘

は
非
常

に
重
大
な
指
摘

で
あ
る

(屡
名
春

「荊
門
郭
店
楚

ハ　
　

簡
と
先
秦

儒
学
」)
。

早
期

の
道
家
が
儒
家

に
必
ず
し
も
反
対
し
て
は
い
な
い
と
の
指
摘

は
、
次

の
郭
店
竹
簡

『老
子
』
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

郭
店

『老
子
』
と
従
来
の
伝
本

『老
子
』
に
は
、
き
わ
め
て
重
要

な
相
異
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の

一
例
を
見
て
み
る
と
、
郭

店
簡
本

『老
子
』
第
1
章
は
今
本

『老
子
』
第
19
章
と
内
容
が
同

一

で
あ
る
。
両
者

の

『老
子
』
同
箇
所

に
は
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

【簡
本

】
「絶
智
奔
辮
、
民
利
百
倍
。
紹
巧
奔
利
、
盗
賊
亡
有
。
絶

儒
奔
慮
、
民
復
孝
慈
。

(後
五
句
略
)
」

(
「智
恵
を
絶
ち
弁
舌
を
棄
て
れ
ば
、
民

の
利
益
は
百
倍
す
る
。

巧
妙
を
絶
ち
利
益
を
棄

て
れ
ば
、
盗
賊
は
な
く
な
る
。
偽
を
絶
ち

配
慮
を
棄

て
れ
ば
、
民
は
孝
行
慈
愛

に
復
帰
す
る
。
......J
)

こ
れ
が
従
来

の

【伝
承
本

(今
本
)
】
で
は

「絶
聖
奔
智
、
民
利
百

倍
。
絶
仁
奔
義
、
民
復
孝
慈
。
絶
巧
奔
利
、
盗
賊
亡
有
」
(
「聖
を
絶

ち
智
を
棄

て
れ
ば
、
民
利
は
百
倍
す
。
仁
を
絶
ち
義
を
棄
て
れ
ば
、

民
は
孝
慈
を
復
す
。
巧
を
絶
ち
利
を
棄
て
れ
ば
、
盗
賊
あ
る
亡
し
」
)

に
作
る
。
違

い
は
、
簡
本
第
3
句

・
第
4
句

が
後
ろ
の
第
5
句

・
第

6
句

へ
廻
さ
れ
て
い
る
以
外
に
、
大
き
な
違

い
を
示
せ
ば
、
以
下
の

文
字
の
異
同
が
あ
る
。

【簡
本
】

【今
本
】

絶
智
奔
辮

絶
儒
奔
慮

↑紹
聖
奔
智

絶
仁
奔
義

(智
恵
を
絶
ち
弁
舌

を
棄
て
る
)

(偽
を
絶
ち
考
慮
を
棄

て
る
)

(聖
人
を
絶
ち
智
恵

を
棄
て
る
)

(仁
を
絶
ち
義
を
棄

て
る
)

【
簡

本

】
↓

【
今

本

】
:

「智

」
↓

「
聖

」

「儒

」
↓

「仁

」

「慮

」
↓

「義

」

結
局
、
【簡
本
】
で
智
恵

・
弁
舌

・
偽

・
考
慮
を
棄

て
る
と

い
う
反

文
明
的
な
観
点
は
す
べ
て

【今
本
】

で
は
聖
人

・
仁

・
義
を
絶
ち
棄
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て
る
と

い
う
儒
家

の
根
本
的
な
規
範
を
棄

て
る
こ
と
に
と
変
わ

っ
て

い
る
の
が
読
み
と
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
実

は
問
題

は
ま
だ
あ
る
。

そ
れ
は

「儒
」
と
釈
字
さ
れ
て
い
る
原
本

の
字
が
果
た
し
て

「儒
」

に
置
き
換
え

て
よ
い
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
原
本

の
こ
の
字

は

上
が

「爲
」
字
、
そ
の
下
に

「心
」
に
作

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
い
わ

ば
立
心
偏

「↑
」
に

「爲
」
で
あ
り

(
こ
の
字

は
現
在

の
楷
書
に
は

な
い
)
、
図
表

28
は
郭
店
簡
本

「絶
儒
奔
慮
、
民
復
孝
慈
」
の
部
分

で

ほ
う
ぼ
く

あ
る
。
鹿

撲
氏
は
こ
の
字
は

「
一
種

の
心
の
態

で
、
「為
す
心
態
」
も

し
く
は

「心
態

の
為
す
」
で
あ

っ
て
行
為
で
は
な
く
、
「心
爲
」
で
あ

ム
リ
　

る
」
と
説

い
て
い
る
。
原
字

の
形
か
ら
は
そ
う
い
う

こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

一
挙
に

「儒
」
に
直
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
人
類
的

な
智
恵

そ
の
も

の
へ
の
懐
疑

の
表
明
で
あ
る
と
す
る
こ
の
考
え
は
深

思
を
誘

う
。
ま
た
他

に
こ
の
字
を

「化
」

「調
」

「義
」
と
釈
字
す
る

り
ょ
う
め
い
し
ゅ
ん

ム
れ
　

見
解
も

あ
る

(屡

名

春

『郭
店
楚
簡
老
子
校
繹
』
)
。

図
表
28

〈郭
店
竹
簡

『老
子
』
甲
本
第

一
章

(部
分
)〉

彦

φ

露

奪

4

'菱

肇

昇

上
よ
り

「紹
爲

(傭
)
奔
慮
、
民
復
孝
慈
」

出
所

:
『
郭
店
楚
簡
竹
簡
』
文
物
出
版
社
、

一
九
九

八
年
。

凡
て
先
秦
簡
吊
テ
キ
ス
ト
の
釈
字

に
は
こ
う
し
た
複
雑
微
妙
な
問

こ
う
あ
ん
こ
く

題
が
か
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
事
態
は
漢
初

に
孔
安
國
が
古
文

『尚
書
』

を
今
文
に
読

み
替
え
た
時
に
も
存
在
し
た
事
態

で
あ

っ
た
ろ
う
。
李

學
勤
の

「郭
店
楚
簡
と
儒
家
経
籍
」
の
指
摘

に
よ
る
と
、
魯

の
国
は

前
二
五
六
年

に
楚
に
よ

っ
て
併
呑
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
魯

の
都
曲
阜

に
は
戦
国
晩
年

の
楚

の
文
物
の
出
土
が
多

い
。
そ
こ
か
ら
、
孔
家
壁

中

の

「古
文
」

の
竹
簡

の
書
も
こ
の
楚
の
文
字

の
系
統
の
字

で
あ
る

バ
　
　

可
能
性
が
強

い
、
と
李
學
勤
氏
は
言
う
。
た

だ
、
軍
事
的
な
占
領
と

学
術

の
浸
透
に
は

一
定

の
ず
れ
が
あ
り
得
よ
う
。

侯
才

『郭
店
楚
墓
竹
簡

『老
子
』
校
讃
』
は
言
う
。
「老
子
本
人
は

決
し
て
儒
家
の

"聖
智
"
"仁
義
"
を
否
定

し
排
斥
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
だ
が
、
所
謂

"聖
を
絶
ち
智
を
棄

て
る
"
"仁
を
絶
ち
義
を

棄
て
る
"
は
、
明
ら
か
に
後

の
道
家
の
流
れ

に
よ

っ
て
書
き
改
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
二
千
年

の
長
き
に
わ
た

っ
て
続

い

た
老
子
・孔
子
対
立
あ
る
い
は
老
子
の
反
儒
の
学
案

(学
術
案
件
)
を

　
れ
　

根
本
的
に
覆
す
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
郭
店
楚

簡
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
研
究
者
が

一
様
に
指
摘

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

郭
店

の
竹
簡
が

『老
子
』
の
原
本
な
の
か
、
そ
の
摘
抄
本
な
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
摘
抄
本

と
す
る
見
解
が
優
勢

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
私
自
身
も
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
、原
本

で
は
な
く
摘
抄
本
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
こ
で
は
、
こ
れ
が
原
本

の
足
本

(欠
け
た
と
こ
ろ
の
な

か
く

き

い
本
)
と
す
る
立
場
に
立

つ
郭
折
氏

の
論
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
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か
く

ぎ

ハお
　

郭

折

「楚
簡

"老
子
"
と
老
子
、
公
案
」

一
部
抄
訳

老
子

は
何
時
の
時
代

の
人
な
の
か
。
『老
子
』
の
テ
キ
ス
ト
は
何

た

ん

ろ
う
た
ん

時
成
書

し
た
も
の
か
。
太
史
憺

は
老
駒
な

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら

の
問
題

は
二
千
年
前
の
太
史

公

(司
馬
遷
)
さ
え
も
は
っ
き
り
言

う

こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
問
題

で
あ
り
、
千
古

の
案
件
を
形
作

っ

て
い
た

(中
島
付
記

"
『史
記

』
で
は
老
子
に

つ
い
て
、
楚
の
苦
県

じ

た
ん

の
人

で
、
姓
は
李
、
名
は
耳
、
字

(あ
ざ
な
)
は
聰
、
周
の
守
蔵

室

の
吏

で
あ
る
と
記
し
た
後
、
孔
子
が
老
子
に
会

い
に
周
に
行

っ

か
ん

た
話
を
記
す
。
老
子
は
そ
の
後
、
周
を
去
ろ
う
と
し
、
関

(関
所
)

い
ん

き

に
至

っ
て
、
関
令

の
サ
喜

に
要
請
さ
れ
著
書
五
千
言
を
記
し
た
、

と
あ

る
。

「(老
子
の
)
終
わ
る
所
を
知

る
莫
し
」
と
記
す
。
そ
の

後

『史
記
』
に
は

「孔
子
の
死
後
、
百

二
十
九
年
し
て
、
史
書
に

た
ん

け
ん

ま

は
、
周

の
太
史
憺
が
秦

の
献
公
に
見
み
え
…
…
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
」
と
あ
り
、
さ
ら
に

「或
る

い
は
憺
が
即
ち
老
子
と
も
、

或

い
は
そ
う
で
は
な
い
と
も
言
う
。
世
間
に
は
其

の
然
る
や
否
や

を
知

る
人
は
い
な
い
。
老
子
は
隠
れ
た
君
子
で
あ
る
」
(
「自
孔
子

死
之
後
百

二
十
九
年
、
而
史
記
周
太
史
憺
見
秦
献
公
日
…
…
。
或

日
憺

即
老
子
、
或
日
非
也
、
世
莫
知
其
然
否
。
老
子
、
隠
君
子
也
。」

と
記

し
て
い
る
)。

司

馬
遷
以
後
、
不
断
に
学
者
た
ち
が
こ
の
問
題

に
挑
み
探

っ
て

き
た
。
し
か
し
猜
疑
を
重
ね
て
、
更
に
多
く

の
疑
問
を
重
ね
た
だ

け
で
、
問
題
は
依
然
と
し
て
残

っ
た
。
老
子
そ
の
人
と
書
の
時
代

に

つ
い
て
は
、
春
秋
説
と
戦
国
説
と
が
あ
る
。
太
史
憺
と
老
駒
と

の
関
係

に
つ
い
て
は
、
太
史
憺
は
即
ち
老
駒
だ
と
言
う
人
も
い
れ

ば
、
太
史
憺

は
、
老
聰
で
は
な
く
、
著
述
も
な

い
と
言
う
人
も

い
る
。

問
題

は
王
國
維
の
い
う
、
地
下

の
材
料

で
も

っ
て
紙

の
上
の
こ

と
を
裏
付
け
る
と
い
う

"
二
重
証
拠
法
"

に
よ

っ
て
解
決
す
る
以

外
に
な
い
。

一
九
七
三
年
に
馬
王
堆
漢
墓

か
ら
吊
書

『老
子
』
甲

本
と
乙
本
が
出
土
し
て
、
学
界
を
ど
よ
も

し
た
。
人
々
の
興
奮
を

誘

っ
た
の
は
当
然
だ

っ
た
。
だ
が
、
人
々
は
た
と
え
新
し
い
事
象

を
見
出
し
若
干
の
旧
い
説
を
証
明
は
で
き

た
も
の
の
、
真

の
問
題

解
決

の
鍵
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

人
々
は
深
い
失
望
を
も
っ
て
問
題
を
再
度
据
え
置
い
て
い
た
時
、

再
び
人
の
心
を
突
き
動
か
す
出
来
事
が
起

こ
っ
た

の
で
あ
る
。

一

九
九
三
年
、

つ
ま
り
馬
王
堆
吊
書

の
発
見

以
後
ま
る
ま
る
二
〇
年

の
後

に
、
湖
北
荊
門
郭
店
の
楚
墓
か
ら
竹
簡

『老
子
』
が
出
土
し

た
の
で
あ
る
。
我
々
は
そ
こ
に
何
を
見
出

し
た
か
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
考
察
の
結
論

は
、
簡
本

『老
子
』
は
今
本

(中

島
付
記

"
こ
こ
で
は

「今
本
」
に
馬
王
堆
吊
書
も
含
む
)
よ
り
優

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
原
初
的
な
、
完

全
な
伝
本

で
あ
り
、
春

秋
末
期

の
孔
子
と
同
時
の
老
聰
よ
り
出
た
も

の
で
あ
る
。
且

つ
、

一
方
今
本

『老
子
』
は
戦
国
中
期

の
秦

の
献
公

(在
位
前
三
八
四

～
前

三
六
二
)
と
同
時

の
太
史
憺
よ
り
出
た
も
の
で
あ
る
。
歴
史

上
の
関
連
論
争
は
ほ
ぼ

こ
の
大
枠
で
も

っ
て
合
理
的
な
解
釈
を
下

す
こ
と
が
で
き
る
。
従

っ
て
、
道
家

の
老
聰
か
ら
荘
子
に
至

る
変

遷
の
過
程
、
及
び
先
秦
哲
学
の
発
展

の
筋
道
は
、
再
度
検
討

し
直
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さ

ね

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る
。

問
題

は
大
き
く
、
決
し
て
簡
単

で
は
な

い
。

郭
店
楚
簡
に
も
う

一
つ
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

『纏
衣
』

篇
と

『成
之
聞
之
』
篇
に

『尚
書
』

の
引
用
が
出
る
こ
と
で
あ
る
。

「纏
衣
」
篇
に
14
条
、
『成
之
聞
之
』
篇
に
5
条

の
引
用
が
出
る
。
こ

れ
は
先
秦
期

の

『尚
書
』
引
用

の
実
物
資
料
で
は
最
初
の
も
の
で
あ

る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後

の
章
で
触
れ
る
。

蓼
名
春
氏

の

「疑
古
と
史
料
審
査
」
文
は
近
年

の
簡
吊
出
土

の
状

況
を
踏

ま
え
、
中
国
文
学
史

の
観
点
か
ら
次

の
よ
う

に
総
括
し
て

ムな

い

る

。二
〇
世
紀
で
主
流

の
地
位
を
占
め
る
中
国
文
学
史

の
著
作

で
先

秦
文
学
に
関
す
る
記
述
部
分
は
、
主
に
疑
古
学
派
の
認
識

の
基
礎

の
上

に
打
ち
立

て
ら
れ
た
。
現
在
、
大
学

の
講
義
で
講
述
さ
れ
る

先
秦
文
学
も
基
本
的

に
は
そ
の
疑
古
学
派

の
史
料
鑑
定
を
基
準
に

し
て

い
る
。
多
年
、
我
々
は
疑
古
の
理
論
を
堅
く
信
じ
、
疑
古
学

派
の
史
料
の
審
査

の
客
観
性
に

つ
い
て
豪
も
疑
い
を
抱
か
な
か

っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
以
来

の
先
秦

・
秦
漢

の
大
量

の
簡
畠
の
出
土
に
伴

い
、
疑
古
学
派

の
論
断
は
偽
で
あ
る
こ
と
が

一
つ

一
つ
立
証
さ
れ

て
い
っ
た
。
諸
子
散
文

に
つ
い
て
見
る
と
、

彼
ら

に
よ
る

『老

子
』
晩
出
説
は
鉄
案
と
な

っ
て
い
た
。
だ
が
、

七
〇
年
代
に
前
漢
前
期
の
吊
書
本

『老
子

』
が
出
土
し
、
九
〇
年

代
に
戦
国
中
期
そ
の
後
半
期
の
、
楚
の

『老
子
』
簡
策
本
が
世
に

登
場
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
、
「呉
に
孫
武
子

あ
る
も
、
そ
の
人
は
儒
な
り
」

「『孫
子
』

13
篇
は
春
秋
時

の
書
に

非
ず
。
そ
の
人
は
齊

の
孫
臓
に
よ
り
て
誤

て
り
」
と
断
定
し
た
。

だ
が
、
山
東
省
臨
折
銀
雀
山
の

一
号
漢
墓

よ
り

『孫
子
兵
法
』
B

篇
及
び
侠
文

(亡
侠
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
)

5
篇

の
残
簡

(
一
部

分
が
残

っ
た
簡
策
)
が
出
土
し
、
さ
ら
に

『孫
膿
兵
法
』
16
篇
の

残
簡
も
出
土
し
た
。
詩
歌
の
方
面
で
は
、
彼
ら
は
屈
原

の
存
在
も

否
認
し

(疑
古
学
派

の

一
部
の
説

"
引
用
者
中
島
付
記
)、
宋
玉
の

多
数

の
賦
に
つ
い
て
宋
玉
の
作
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
た
が
、

前
漢
前
期
の
墓
葬
中
よ
り

『離
騒
』
と

『渉
江
』
の
残
簡
が
出
土
。

湯
潭
平
ら
は
銀
雀
山
漢
簡

の

『唐
勒

の
賦
』

の
研
究
を
通
じ
て
、

宋
玉
の
賦
の
大
部
分
が
信
頼
性
を
持
ち
、
疑

い
を
さ
し
は
さ
む
を

得
ぬ
こ
と
を
立
証
し
た
。
史
伝
の
方
面

で
は
、
吊
書

の

『春
秋
事

語
』
の
出
土
に
よ
り
、
『左
傳
』
の

「劉
散
偽
造
説
」
は
笑

い
話
に

な

っ
て
し
ま

っ
た
。
事
実
は
、
疑
古
が
間
違

い
な
く
問
題
で
あ

っ

て
、
そ
の
史
料
に
対
す
る
審
査
の
客
観
性

は
反
省

に
値
す
る
も
の

だ
と
我
々
に
告
げ
て
い
る
。

辮
偽
学

の
ど
こ
が
間
違

っ
て
い
た
か
。
そ

の
原
因
に
つ
い
て
は
、

後
の
十
四
章

(『儒
古
文
尚
書
』
の
章
)
で
立
ち
入
っ
て
述
べ
よ
う
。

最
近

の
考
古
学

の
成
果
は
め
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
り
、
十
年
も
す
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れ
ば
全
く
様
変
わ
り
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
日
進
月
歩

の
急
速
な
進
展

が
見
ら
れ

る
。
現
在

(二
〇
〇
四
年
四
月
)
の
時
点

で
言
え
ば
、
最

近
の
成
果

は
何
と
い
っ
て
も
、
郭
店
出
土
竹
簡

の
研
究
の
成
果
で
あ

る
。
さ
ら
に

『鍵
公
釜
』

(
一
函

二
冊
)

の
出
版
が
あ
る

(二
〇
〇

二
年

一
〇

月
)
。
こ
れ
は
保
利
藝
術
博
物
館

(北
京
)
が
最
近
収
蔵
し

た
青
銅
器

を
公
表
し
た
も
の
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

青
銅
器

の
錆

を
除
去
し
た
後
、始
め
て
そ
の
姿
が
こ
の
世

に
現
れ
た
。

専
門
家

の
鑑
定
を
経
て
、

こ
の
器
は
間
違
い
な
く
西
周
中
期
偏
晩
期

で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
禺
に
関
す
る
実
物
資
料
中
で

最
古
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
中

に

『尚
書
』
「禺
貢
」
の
冒
頭
部
分
が

そ

の
ま
ま
出

て
く
る

(後

の
章
で
触
れ
る
)。
さ
ら
に
こ
れ
に
加
え

て
、
上
海

博
物
館
が
香
港
か
ら
購
入
し
所
蔵
す
る
に
至

っ
た
簡
吊
材

料
が
郭
店

を
上
回
る
規
模

で
刊
行
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
馬
承
源
主
編
『上

海
博
物
館

藏
職
國
楚
竹
書
』
全
五
冊
で
あ
る
。
二
0
0

1
年
五
月
か

ら
刊
行

が
始
ま
り
、
現
在

(二
〇
〇
四
年
五
月
)
、
三
冊
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
が
全
部
出
そ
ろ
っ
た
後
、
研
究
者
が
こ
れ
を
本

に
研

究
し
て
い
き
、
成
果
が
発
表
す
れ
ば
、
学
界
に
新
た
な
局
面
が
展
開

す
る
こ
と
、

こ
れ
ま
た
間
違
い
な
い
。

注〈1
>

顧
頷
剛

「禅
譲
説
起
於
墨
家
考
」

六
年
所
収
。

『古
史
辮
』
第
七
冊
下

一
九
三

〈2
>

顧
頷
剛

「従

『呂
氏
春
秋
』
推
測

『老
子
』
成
書
時
代
」
『古
史

辮
』
第
四
冊

一
九
三
二
年
所
収
。

〈3
>

顧
韻
剛

「五
徳
終
始
説
下
的
政
治
和
歴
史
」
『古
史
辮
』
第
五
冊

一
九
三
〇
年
所
収
。

〈4
>

汲
家
出
土

の
古
籍
は
以
下
の
書
75
篇
。
『紀
年
』
(11
『竹
書
紀

よ

ドつ

年

』
)
13
篇

、

『易

経
』

2
篇

、

『易
縣

陰
陽

卦
』

2
篇

、

『卦
下

易

纒
』

1
篇

、
『
公
孫

段
』

2
篇
、

『國

語
』

3
篇

、
『
國

名
』

3
篇

、
『
師

春
』

き
ょ
う

1
篇

、
『
項
語

』

(
11
『
汲

家
項

語
』
)
n
篇
、

『
梁
丘

藏
』

1
篇

、

『
緻

書

』

2
篇
、

『生

封

』

1
篇

、

『
大
歴

』

2
篇

、

『
穆
天

子
傳

』

5
篇

、

雑

書

19
篇
、

別

に
残
存

7
篇
。

以
上

75
篇

(
『否

書

・束

哲
傳

』
)
。

他

に

『
圖
詩
』

1
篇

あ
り

と
も
言

う

(『
中

国
大
百

科
全
書

・文

物
博

物

館

巻

』
)
。

〈
5
>

主

に
何

介

鉤

・
張
維

明

『
馬
王

堆
漢
墓

』
文

物

出
版
社

、

一
九

八

二
年

、
銭

存

訓

『
中
国

古
代

書
籍

紙
墨

及
印

刷
述

』
北
京

図
書

館

出
版
社

、

二
〇

〇

二
年
、

お

よ
び

『
馬
王

堆
漢

墓
吊

書
』
文

物

出
版

社

、

一
九

七

四
年

を
参
考

と

し
た
。

〈
6
>

瀟

蓬

父

「郭
店

楚
簡

的
価

値
和

意
義

」

(『
郭
店

楚
簡

国
際

学
術

研
究

討
論
会

』

湖
北

人

民
出
版

社
、

二
〇

〇
〇

年
所

収

)

=
二
頁

所

引

に
よ

る
。

〈
7
>

同
右

、

一
ニ
ー

=

二
頁

。

〈
8
>

餅
宇
篶

・
段
書

安
編

著

『本
世

紀

以
來
出

土
簡

吊
概

術
』

資

料

編

・
論
著

目
録

篇

、
台
湾

:
萬
巻
櫻

、

一
九

九
九
年

。

〈
9
>

沈
頒

金

『
二
十

世
紀

簡
畠

学

研
究
』
学
苑

出
版

社
、
二
〇
〇

三
年

。

〈
10
>

李
學

勤

『
簡
吊

侠
籍

與

學
術
史

』

台
湾

:
時

報
文

化
出
版

、

一

九
九

四
年

。
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〈n
>

『中
国
大
百
科
全
書
』
文
物
博
物
館
巻
、
考
古
巻
、
中
国
大
百
科

全
書
出
版
社
、

一
九
八
六
年
。

〈12
>

印
永
清

『顧
頷
剛
書
話
』
引
顧
頷
剛

「剣
橋
格
茜
菲
司

(。。°
切口
幽

G
ri
ffi
th
)
来
詞

《孫
子
》
書
之
年
代
」
11
呉
少
理
・趙
金
昭
主
編

『二

十
世
紀
疑
古
思
潮
』
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
六
六
ー
三
七

〇
頁
所
引
に
ょ
る
。

〈13
>

『郭
店
楚
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社
、

一
九
九
八
年
。

〈14
>

李
學
勤

「先
秦
儒
家
著
作
的
重
大
発
現
」
(『中
國
哲
學
』
第
二

十
輯

「郭
店
楚
簡
研
究
」、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
所
収
)、

=
ニ
ー
一
七
頁
。

〈15
>

「最
近
二
三
十
年
中
中
国
新
発
見
之
学
問
」
(『王
国
維
論
学
集
』

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

一
九
九
七
年
所
収
)、
二
〇
七
頁
。

〈16
>

陳
寅
恪

『陳
寅
恪
史
学
論
文
選
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九

九
二
年
、
五
〇
三
頁
。

〈17
>

張
海
燕

「二
十
世
紀
的
中
国
思
想
史
研
究
」
(『中
国
史
研
究
動

態
』

二
〇
〇
二
年
第

一
期
)。

〈18
>

屡
名
春

「荊
門
郭
店
楚
簡
与
先
秦
儒
学
」
(前
掲

『中
國
哲
學
』

第
二
十
輯

「郭
店
楚
簡
研
究
」
所
収
)、
六
九
頁
。

〈19
>

鷹
僕

「古
墓
新
知
」
(前
掲

『中
國
哲
學
』
第
二
十
輯

「郭
店
楚

簡
研
究
」
所
収
)、

=

頁
。

〈20
>

屡
名
春

『郭
店
楚
簡
老
子
校
繹
』
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

三
年
、

一
ー
九
頁
。

〈21
>

李
學
勤

「郭
店
楚
簡
与
儒
家
経
籍
」
(前
掲

『中
國
哲
學
』
第
二

十
輯

「郭
店
楚
簡
研
究
」
所
収
)、
二
〇
頁
。

〈22
>

侯
才

『郭
店
楚
墓
竹
簡

『老
子
』
校
讃
』
大
連
出
版
社
、

一
九

九
九
年
、
六
頁
。

〈23
>

郭
折

「楚
簡

"老
子
"
与
老
子
公
案
」
(前
掲

『中
國
哲
學
』
第

二
十
輯

「郭
店
楚
簡
研
究
」
所
収
)、

一
一
八
頁
。

〈24
>

塵
名
春

「擬
古
与
史
料
審
査
」
(『中
州
学
刊
』
二
0
0
0
年
第

二
期

「出
土
文
献
与
中
国
文
学
研
究
筆
談
」
所
収
)
。

sso


